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月
11

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

11
月
25
日（
土
）・11
月
26
日（
日
）

10
日（
金
）・20
日（
月
）・29
日（
水
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
な
ど
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8
日（
金
）・２０
日（
水
）・27
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税（
第
４
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）、

介
護
保
険
料（
第
５
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
5
期
）

納
期
限
は
い
ず
れ
も
１1
月
３0
日

（
木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　17）
（　10）
（　 7）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,661人
3,794人
3,867人
3,332世帯

転入  9人/  出生 2人
転出  9人/  死亡 19人

（10月1日現在）

（9月中）

9月届出分〈敬称略・順不同〉
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下仁田町下仁田町

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

佐 藤　けさを
井 部　一　枝
須 藤　久　行
安 藤　幸　江
佐 藤　和　喜
掛 川　幸　子
山 崎　澄　子
髙 田　たつゑ
永 井　正　一
田 村　隆　夫
小野瀬　マサエ
田 村　トミ 子
磯 田　利　一
長 岡　秀　樹
小金澤　典　子

（政　敏）
（久　江）
（泰　明）
（昌　一）
（信　子）
（袈裟雄）
（信　行）
（唯　男）
（つ　や）
（ヒロ子）
（　彰　）
（　充　）
（𠮷　弘）
（幸　子）
（保　夫）

城西
小川
上小坂
市ノ萱
川井
大東
中央
東野牧
中小坂
仲町
仲町
下青倉
下小坂
西野牧
小川

地　区
ご出産おめでとうございます

沼田　旺己  　（香輝・優希）  仲　町
林　　杏莉　  （佑亮・沙緒理）  下青倉

（保護者）出　生　児

※広報10月号に掲載されたおくやみ欄で、
亡くなられた方のお名前が間違っておりまし
た。ここにお詫び申し上げ、訂正させていた
だきます。
（誤）庭屋　千惠子　（正）庭屋　知惠子

『ＩＣＴ教育』始めました。

情報通信技術を小学校の授業に活用。
タブレット端末を用いて、次世代型の
教育に取り組んでいます。

広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０１７年
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月

『
美
食
会
』

　
下
仁
田
町
で
採
れ
た
農
産
物
を
メ
イ
ン
と
し
た
本
格

的
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
　
１１
月
１８
日
（
土
）
18
時
〜

お
一
人
　
７
５
０
０
円
（
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
込
）

冷
前
菜
・
温
前
菜
・
ス
ー
プ
・
魚
料
理
・
肉
料
理
・
飯

物
・
デ
ザ
ー
ト
７
品
の
コ
ー
ス
料
理
　
１
ド
リ
ン
ク
付

●
場
所
　
ク
ア
ト
ロ
・
ス
タ
ジ
オ
ー
ニ
　
マ
リ
エ
ー
ル

太
田
（
完
全
予
約
制
）

※

無
料
送
迎
バ
ス
（
予
定
）
本
宿
（
16
時
）
、
下
仁
田
駅

（
16
時
25
分
）
、
道
の
駅
し
も
に
た
（
16
時
40
分
）

●
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
　https://w

w
w
.you-

tube.com
/w

atch?v=
pEm

a4
8
z1m

_Q

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

一
社
）
下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67
ー
７
５
０
０
（
10
時
〜
16
時
）

イベント情報

Shimonita Pride in

未来を照らす教育

下
仁
田
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
約
制
）

下
仁
田
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
約
制
）



　平成28年度の一般会計の歳入総額は53億6,884万円、歳出総額は52億5,742万円で、前年度と比較し
て歳入で0.8％の増、歳出で0.3％の増となりました。歳入歳出差引額は1億1,142万円となり、繰越事業に充
当する5,125万円 を差し引いた実質収支額は6,017万円 の黒字となっています。このうち財政調整基金に
5,000万円 を積立てし、1,017万円を翌年度への繰越金としました。

■一般会計歳入決算額の内訳

歳入　53億6,884万円歳出　52億5,742万円

■一般会計歳出決算額（目的別）の内訳

町民１人当りが納めた税金

11万円

町民１人当りに使われたお金

67万4千円

平成28年度下仁田町の財政状況をお知らせします
■一般会計決算の状況

　 区 　 分 　
町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 ・ 負 担 金
使 用 料 ・ 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
　 合 　 計 　

H28年度決算額
8億5,696万円
4,990万円
76万円
242万円
139万円

1億3,735万円
1,202万円
1,142万円
84万円

23億6,517万円
142万円

2,372万円
4,126万円

4億2,355万円
2億8,463万円
1,947万円

1億4,337万円
1億2,725万円
2,746万円

1億0,158万円
7億3,690万円
53億6,884万円

構成比（％）
16.0 
0.9 
0.0 
0.0 
0.0 
2.6 
0.2 
0.2 
0.0 
44.1 
0.0 
0.4 
0.8 
7.9 
5.3 
0.4 
2.7 
2.4 
0.5 
1.9 
13.7 
100.0 

H27年度決算額
8億7,224万円
5,506万円
129万円
403万円
407万円

1億6,341万円
1,519万円
1,180万円
91万円

24億1,866万円
134万円

5,165万円
5,043万円

4億6,816万円
3億7,509万円

459万円
7,802万円
861万円

1億2,528万円
1億0,622万円
5億1,120万円
53億2,725万円

構成比（％）
16.4 
1.0 
0.0 
0.1 
0.1 
3.1 
0.3 
0.2 
0.0 
45.4 
0.0 
1.0 
0.9 
8.8 
7.0 
0.1 
1.5 
0.2 
2.4 
2.0 
9.6 

100.0 

前年比（％）
△ 1.8
△ 9.4
△ 41.1
△ 40.0
△ 65.8
△ 15.9
△ 20.9
△ 3.2
△ 7.7
△ 2.2
6.0

△ 54.1
△ 18.2
△ 9.5
△ 24.1
324.2
83.8

1377.9
△ 78.1
△ 4.4
44.2
0.8

　 区 　 分 　
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
　 合 　 計 　

H28年度決算額
7,281万円

7億6,745万円
11億5,983万円
7億0,154万円

207万円
2億2,035万円
2億8,338万円
2億3,371万円
2億6,785万円
9億5,061万円

0万円
5億9,724万円

58万円
52億5,742万円

構成比（％）
1.4 
14.6 
22.1 
13.3 
0.0 
4.2 
5.4 
4.4 
5.1 
18.1 
0.0 
11.4 
0.0 

100.0 

H27年度決算額
8,105万円

9億5,694万円
10億9,819万円
7億5,090万円

207万円
3億2,760万円
2億2,364万円
4億4,959万円
2億7,015万円
4億6,037万円

887万円
6億0,559万円

483万円
52億3,979万円

構成比（％）
1.5 
18.3 
21.0 
14.3 
0.0 
6.3 
4.3 
8.6 
5.2 
8.8 
0.2 
11.6 
0.1 

100.0 

前年比（％）
△ 10.2
△ 19.8

5.6
△ 6.6
0.0

△ 32.7
26.7

△ 48.0
△ 0.9
106.5

△ 100.0
△ 1.4
△ 88.0

0.3

人　口　7,796人　（平成29年3月31日現在）

歳入歳出差引額　1億1,142万円
財政調整基金積立
翌年度繰越金
繰越事業分繰越金

5,０００万円
１,017万円
5,125万円

県支出金 5.3%
2億8,463万円 町税 16.0%

8億5,696万円国庫支出金 7.9%
4億2,355万円
その他交付金
0.4%
3,027万円

地方消費税交付金
2.6% 1億3,735万円

分担金・負担金
0.4% 2,372万円
使用料・手数料
0.8% 4,126万円
寄附金
2.7% 1億4,337万円
繰入金・繰越金
2.9% 1億5,471万円

諸収入・財産収入
2.3% 1億2,105万円

地方譲与税 0.9%
4,990万円

町債 13.7%
7億3,690万円

地方交付税 44.1%
23億6,517万円

議会費 １.4%
7,281万円

農林水産業費 4.2%
2億2,035万円

労働費 0.0%
207万円

商工費 5.4%
2億8,338万円

土木費 4.4%
2億3,371万円

消防費 5.1%
2億6,785万円

教育費 18.1%
9億5,061万円

諸支出金他 0.0%
58万円

総務費 14.6%
7億6,745万円

民生費 22.1%
11億5,983万円

衛生費 13.3%
7億0,154万円

公債費 11.4%
5億9,724万円

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

町税の内訳

1.町民税

2.固定資産税

3.軽自動車税

4.町たばこ税

5.入湯税

8億5,696万円

3億1,170万円

4億6,729万円

2,728万円

5,021万円

48万円

広
報しもにた



　平成28年度の一般会計の歳入総額は53億6,884万円、歳出総額は52億5,742万円で、前年度と比較し
て歳入で0.8％の増、歳出で0.3％の増となりました。歳入歳出差引額は1億1,142万円となり、繰越事業に充
当する5,125万円 を差し引いた実質収支額は6,017万円 の黒字となっています。このうち財政調整基金に
5,000万円 を積立てし、1,017万円を翌年度への繰越金としました。

■一般会計歳入決算額の内訳

歳入　53億6,884万円歳出　52億5,742万円

■一般会計歳出決算額（目的別）の内訳

町民１人当りが納めた税金

11万円

町民１人当りに使われたお金

67万4千円

平成28年度下仁田町の財政状況をお知らせします
■一般会計決算の状況

　 区 　 分 　
町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
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地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 ・ 負 担 金
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国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
　 合 　 計 　

H28年度決算額
8億5,696万円
4,990万円
76万円
242万円
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1億3,735万円
1,202万円
1,142万円
84万円

23億6,517万円
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1億2,725万円
2,746万円

1億0,158万円
7億3,690万円
53億6,884万円

構成比（％）
16.0 
0.9 
0.0 
0.0 
0.0 
2.6 
0.2 
0.2 
0.0 
44.1 
0.0 
0.4 
0.8 
7.9 
5.3 
0.4 
2.7 
2.4 
0.5 
1.9 
13.7 
100.0 

H27年度決算額
8億7,224万円
5,506万円
129万円
403万円
407万円
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0.3 
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0.0 
45.4 
0.0 
1.0 
0.9 
8.8 
7.0 
0.1 
1.5 
0.2 
2.4 
2.0 
9.6 

100.0 

前年比（％）
△ 1.8
△ 9.4
△ 41.1
△ 40.0
△ 65.8
△ 15.9
△ 20.9
△ 3.2
△ 7.7
△ 2.2
6.0

△ 54.1
△ 18.2
△ 9.5
△ 24.1
324.2
83.8

1377.9
△ 78.1
△ 4.4
44.2
0.8
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7億0,154万円

207万円
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14.6 
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13.3 
0.0 
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5.4 
4.4 
5.1 
18.1 
0.0 
11.4 
0.0 

100.0 
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8,105万円
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4億4,959万円
2億7,015万円
4億6,037万円

887万円
6億0,559万円

483万円
52億3,979万円

構成比（％）
1.5 
18.3 
21.0 
14.3 
0.0 
6.3 
4.3 
8.6 
5.2 
8.8 
0.2 
11.6 
0.1 

100.0 

前年比（％）
△ 10.2
△ 19.8

5.6
△ 6.6
0.0

△ 32.7
26.7

△ 48.0
△ 0.9
106.5

△ 100.0
△ 1.4
△ 88.0

0.3

人　口　7,796人　（平成29年3月31日現在）

歳入歳出差引額　1億1,142万円
財政調整基金積立
翌年度繰越金
繰越事業分繰越金

5,０００万円
１,017万円
5,125万円

県支出金 5.3%
2億8,463万円 町税 16.0%

8億5,696万円国庫支出金 7.9%
4億2,355万円
その他交付金
0.4%
3,027万円

地方消費税交付金
2.6% 1億3,735万円

分担金・負担金
0.4% 2,372万円
使用料・手数料
0.8% 4,126万円
寄附金
2.7% 1億4,337万円
繰入金・繰越金
2.9% 1億5,471万円

諸収入・財産収入
2.3% 1億2,105万円

地方譲与税 0.9%
4,990万円

町債 13.7%
7億3,690万円

地方交付税 44.1%
23億6,517万円

議会費 １.4%
7,281万円

農林水産業費 4.2%
2億2,035万円

労働費 0.0%
207万円

商工費 5.4%
2億8,338万円

土木費 4.4%
2億3,371万円

消防費 5.1%
2億6,785万円

教育費 18.1%
9億5,061万円

諸支出金他 0.0%
58万円

総務費 14.6%
7億6,745万円

民生費 22.1%
11億5,983万円

衛生費 13.3%
7億0,154万円

公債費 11.4%
5億9,724万円

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

町税の内訳

1.町民税

2.固定資産税

3.軽自動車税

4.町たばこ税

5.入湯税

8億5,696万円

3億1,170万円

4億6,729万円

2,728万円

5,021万円

48万円

広
報しもにた
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■地方債の状況（町が国等から借入れた起債）
◎会計別現在高
　

区 　 分
　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水・ガス）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

平成27年度末残高
　

52億5,217万円

14億2,534万円

9,135万円

67億6,886万円

平成28年度末残高
　

54億3,785万円

13億2,999万円

9,357万円

68億6,141万円

償還額（元金）

5億5,122万円

1億3,385万円

588万円

6億9,095万円

借入額

7億3,690万円

3,850万円

810万円

7億8,350万円

■一般会計性質別歳出決算額の内訳
　 区 　 分 　
人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費
公 債 費
繰 出 金
普通建設・災害復旧事業費
そ の 他
　 合 　 計 　

H28年度決算額
8億8,503万円
6億8,437万円
3,727万円

4億9,514万円
8億8,559万円
9億6,266万円
5億9,724万円
5億0,237万円
2億0,775万円
52億5,742万円

構成比（％）
16.8 
13.0 
0.7 
9.4 
16.8 
18.3 
11.4 
9.6 
4.0 

100.0 

平成28年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

　 区 　 分 　

総 務 債

衛 生 債

農 林 水 産 業 債

商 工 債

土 木 債

消 防 債

教 育 債

災 害 復 旧 債

諸 支 出 金 債

そ の 他

　 合 　 計 　

平成28年度末残高

3億5,558万円

5億1,138万円

1億2,816万円

1億5,902万円

4億9,368万円

2億4,860万円

11億9,169万円

2,403万円

311万円

23億2,260万円

54億3,785万円

馬山運動場、町営バス購入、庁舎耐震補強工事など

下仁田厚生病院改築、水道会計への出資

農林道開設改良、集会所建設など

遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設など

道路橋梁新設改良及び公営住宅建設など

防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備など

小・中学校施設、社会体育施設整備など

農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業

ガス事業出資金

臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債など

対　象　事　業　等

H27年度決算額
8億9,035万円
7億1,859万円
2,902万円

4億5,607万円
8億8,755万円
6億0,559万円
5億4,122万円
8億4,665万円
2億8,238万円
50億3,399万円

構成比（％）
17.7 
14.3 
0.6 
9.1 
17.6 
12.0 
10.8 
16.8 
5.6 

104.4

前年比（％）
△ 0.6
△ 4.8
28.4
8.6

△ 0.2
59.0
10.4

△ 40.7
△ 26.4

4.4

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

歳 入 決 算 額
11億9,367万円
1億3,494万円
12億6,970万円

5,873万円

歳 出 決 算 額
11億9,129万円
1億3,323万円
12億2,748万円

5,873万円

差 引 額
238万円
171万円

4,222万円
0万円

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、平成28
年度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計などすべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらい
の割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　9.1％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を15.9%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　79.7％
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金や土地開発公社の負債など）の残高が、標
準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回ってい
ます。

２.資不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
9.1％
79.7％

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
ガ ス 事 業 会 計
浄化槽整備事業会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率などのいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、平成28年度の算定
結果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政
状況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

広
報しもにた
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■地方債の状況（町が国等から借入れた起債）
◎会計別現在高
　

区 　 分
　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水・ガス）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

平成27年度末残高
　

52億5,217万円

14億2,534万円

9,135万円

67億6,886万円

平成28年度末残高
　

54億3,785万円

13億2,999万円

9,357万円

68億6,141万円

償還額（元金）

5億5,122万円

1億3,385万円

588万円

6億9,095万円

借入額

7億3,690万円

3,850万円

810万円

7億8,350万円

■一般会計性質別歳出決算額の内訳
　 区 　 分 　
人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費
公 債 費
繰 出 金
普通建設・災害復旧事業費
そ の 他
　 合 　 計 　

H28年度決算額
8億8,503万円
6億8,437万円
3,727万円

4億9,514万円
8億8,559万円
9億6,266万円
5億9,724万円
5億0,237万円
2億0,775万円
52億5,742万円

構成比（％）
16.8 
13.0 
0.7 
9.4 
16.8 
18.3 
11.4 
9.6 
4.0 

100.0 

平成28年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

　 区 　 分 　

総 務 債

衛 生 債

農 林 水 産 業 債

商 工 債

土 木 債

消 防 債

教 育 債

災 害 復 旧 債

諸 支 出 金 債

そ の 他

　 合 　 計 　

平成28年度末残高

3億5,558万円

5億1,138万円

1億2,816万円

1億5,902万円

4億9,368万円

2億4,860万円

11億9,169万円

2,403万円

311万円

23億2,260万円

54億3,785万円

馬山運動場、町営バス購入、庁舎耐震補強工事など

下仁田厚生病院改築、水道会計への出資

農林道開設改良、集会所建設など

遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設など

道路橋梁新設改良及び公営住宅建設など

防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備など

小・中学校施設、社会体育施設整備など

農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業

ガス事業出資金

臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債など

対　象　事　業　等

H27年度決算額
8億9,035万円
7億1,859万円
2,902万円

4億5,607万円
8億8,755万円
6億0,559万円
5億4,122万円
8億4,665万円
2億8,238万円
50億3,399万円

構成比（％）
17.7 
14.3 
0.6 
9.1 
17.6 
12.0 
10.8 
16.8 
5.6 

104.4

前年比（％）
△ 0.6
△ 4.8
28.4
8.6

△ 0.2
59.0
10.4

△ 40.7
△ 26.4

4.4

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

歳 入 決 算 額
11億9,367万円
1億3,494万円
12億6,970万円

5,873万円

歳 出 決 算 額
11億9,129万円
1億3,323万円
12億2,748万円

5,873万円

差 引 額
238万円
171万円

4,222万円
0万円

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、平成28
年度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計などすべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらい
の割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　9.1％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を15.9%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　79.7％
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金や土地開発公社の負債など）の残高が、標
準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回ってい
ます。

２.資不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
9.1％
79.7％

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
ガ ス 事 業 会 計
浄化槽整備事業会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率などのいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、平成28年度の算定
結果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政
状況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

広
報しもにた



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 27億5,365万円 固定負債 11億3,855万円

5,107万円

流動資産 1億6,408万円 流動負債 1億2,991万円
繰延収益 9億　313万円
負債合計 21億7,159万円

5,687万円
580万円

資本金 6億　560万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
特別損失
当年度純利益

0円
580万円

剰余金 1億4,054万円
資本合計 7億4,614万円

資産合計 29億1,773万円 負債･資本合計 29億1,773万円

下仁田町ガス事業会計決算

（消費税を含みません） （消費税を含みません）

1億4,763万円
1億3,043万円

固定資産 2億8,040万円 固定負債 9,202万円

1,720万円
流動資産 1億7,890万円 流動負債 2,528万円

繰延収益 3,801万円
372万円 負債合計 1億5,531万円
56万円 316万円

2,036万円
0円

2,036万円

資本金 1億4,620万円

営業収益
営業費用
営業利益

営業外収益
営業外費用
経常利益
特別損失
当年度純利益

剰余金 1億5,779万円
資本合計 3億 399万円

資産合計 4億5,930万円 負債･資本合計 4億5,930万円

平成28年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

下仁田町ガス事業損益計算書
（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

資産の部 負債の部

資本の部

1億8,289万円
2億3,396万円

8,038万円
2,351万円

ガス事業

当年度純利益　580万円  

当年度純利益  2,036万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

2億7,779万円
2億7,172万円
8,827万円

1億6,893万円
8,066万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
  額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
過年度分損益勘定留保資金
当年度分損益勘定留保資金

20万円
2,218万円
5,828万円

（消費税を含みます）

下仁田町水道事業貸借対照表
（平成29年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
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（消費税を含みません）
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収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

1億6,323万円
1億3,761万円
1,470万円
3,787万円
2,317万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
  額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
過年度分損益勘定留保資金

127万円
2,190万円

下仁田町ガス事業貸借対照表
（平成29年3月31日）

　公営事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設の
更新に努めています。       

イベント情報イベント情報

広
報しもにた
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1億6,323万円
1億3,761万円
1,470万円
3,787万円
2,317万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
  額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
過年度分損益勘定留保資金

127万円
2,190万円

下仁田町ガス事業貸借対照表
（平成29年3月31日）

　公営事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設の
更新に努めています。       
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決
算
説
明
会
・
消
費
税
課
税
事

業
に
対
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門
　

☎
０
２
７
４―

63―
２
２
３
５

「
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
」

決
算
説
明
会
等
の
ご
案
内

　
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
給
与
所
得
者
に
係
る
年

末
調
整
説
明
会
を
下
記
の
日
程
に

よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
で
は
「
年
末
調

整
の
し
か
た
」
及
び
「
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
法
定
調
書

の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
の
際
に

は
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
調
整
関
係
用
紙
及

び
法
定
調
書
の
用
紙
が
不
足
す
る

場
合
に
は
、
説
明
会
会
場
で
お
渡

し
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
場
受
付

に
て
担
当
者
に
お
申
し
付
け
く
だ

さ
い
。

※

午
前
、
午
後
の
い
ず
れ
か
都
合

の
よ
い
開
催
時
間
に
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
代
表
電
話
番
号

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５

　
自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。
税
務
署
の
担
当

部
署
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

（
注
） 

用
紙
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
税
務
署
の
窓
口
で
も

配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の

用
紙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ピ
ー

し
た
も
の
や
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

も
の
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

平
成
29
年
分 

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
富
岡
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の

あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費

税
率
の
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ

る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ

け
で
な
く
、
例
え
ば
、
会
議
費
や

交
際
費
と
し
て
飲
食
料
品
等
を
購

入
す
る
事
業
者
の
方
や
、
消
費
税

の
免
税
事
業
者
の
方
も
、
取
扱
商

品
の
適
用
税
率
の
確
認
や
適
用
税

率
ご
と
の
区
分
経
理
な
ど
、
制
度

の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
開
催
日
時

平
成
29
年
11
月
14
日
（
火
）

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
　
第
１
・
２
会
議
室

（
富
岡
市
七
日
市
４
０
０―

１
）

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
に

関
す
る
お
問
合
わ
せ
は
、
左
記
の

お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門
　

担
当
　
中
島

代
表
☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３

５　
税
務
署
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
際

は
、
税
務
署
の
電
話
番
号
に
お
か

け
い
た
だ
い
た
後
、
自
動
音
声
案

内
に
従
っ
て
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
の
ご
案
内

〜
家
庭
ご
み
の
減
量
化
に
大
活
躍
〜

　
町
で
は
次
の
と
お
り
生
ご
み
処

理
機
購
入
時
に
助
成
金
交
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
家
庭
一
般
ご

み
の
約
３
割
は
生
ご
み
で
す
。
処

理
機
に
よ
り
生
ご
み
が
畑
の
肥
料

の
基
材
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方
　
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
し
申
請
を
し
た
方

●
対
象
と
な
る
機
械
　
家
庭
で
出

た
生
ご
み
に
乾
燥
、
発
酵
な
ど
の
処

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
ご
み
を

減
量
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
装

置
（
バ
イ
オ
式
・
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
、
コ
ン
ポ
ス
ト
等
）

●
補
助
金
額
　
購
入
費
用
の
１
／

２
と
し
、
２
万
５
千
円
を
限
度
と
す

る
た
だ
し
、
５
ヶ
年
に
つ
き
、
１
世

帯
当
た
り
１
基
を
限
度
と
す
る

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　

環
境
係
　
☎
82―

５
４
９
０

生
ご
み
処
理
機
購
入

補
助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

〜
有
価
物
集
団
回
収
事
業
補
助
制

度
の
ご
案
内
〜

　
こ
の
制
度
は
、
再
生
可
能
な
ご

み
（
有
価
物
）
を
団
体
・
地
区
組

織
な
ど
の
集
団
で
分
別
回
収
し
て

い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
活
動
し
て
い
た
だ
い

た
団
体
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
を

受
け
た
補
助
金
は
団
体
の
活
動
資

金
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
有
価
物

・
古
紙
類

（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
）

・
布
類
（
ぼ
ろ
き
れ
・
古
着
な
ど
）

・
１
升
ビ
ン
、
ビ
ー
ル
び
ん
な
ど

・
ジ
ュ
ー
ス
・
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル

ミ
空
き
缶
、
ス
チ
ー
ル
空
き
缶

●
補
助
金
額
　
補
助
基
本
金
額
　

回
収
量×

換
算
率×

５
円
／
㎏
　

※

申
請
書
に
、
廃
品
回
収
業
者
の

仕
切
伝
票
の
写
し
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　

環
境
係
　
☎
82―

５
４
９
０

廃
品
回
収
で
地
域
や
団
体
の

運
営
資
金
に
な
り
ま
す

開催日開催日

11月20日（月）

開催時間

10：00～12：00

13：30～15：30

開催場所

富岡市生涯学習センター　１階ホール
富岡市七日市400-1

11月28日（火）

11月28日（火）

11月29日（水）

11月29日（水）

開催時間 開催会場 説明会名
（対象者）

決算説明会
（営業所得者）

決算説明会
（農業所得者）

決算説明会
（不動産所得者）

消費税説明会

対象地区

富岡市
甘楽郡

富岡市
生涯学習センター
３階第３会議室
富岡市

七日市400-1

10：00～12：00

14：00～16：00

10：00～12：00

14：00～16：00

【決算説明会・消費税等説明会】

行政情報行政情報

広
報しもにた
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の
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催
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。
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岡
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個
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０
２
７
４―

63―

２
２
３
５
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、
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の
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理
解
と
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厚
く
お
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申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
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得
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に
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る
年

末
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記
の
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程
に
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開
催
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の
で
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ま
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。

　
な
お
、
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で
は
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及
び
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得
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ど
の
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定
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の
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成
と
提
出
の
手
引
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な
ど
の

パ
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レ
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を
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明
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し
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で
、
ご
出
席
の
際
に

は
お
持
ち
い
た
だ
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ま
す
よ
う
お
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い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
調
整
関
係
用
紙
及

び
法
定
調
書
の
用
紙
が
不
足
す
る

場
合
に
は
、
説
明
会
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場
で
お
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し
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
場
受
付

に
て
担
当
者
に
お
申
し
付
け
く
だ

さ
い
。

※

午
前
、
午
後
の
い
ず
れ
か
都
合

の
よ
い
開
催
時
間
に
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
代
表
電
話
番
号

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５

　
自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。
税
務
署
の
担
当

部
署
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

（
注
） 

用
紙
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
税
務
署
の
窓
口
で
も

配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の

用
紙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ピ
ー

し
た
も
の
や
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

も
の
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

平
成
29
年
分 

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
富
岡
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の

あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費

税
率
の
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ

る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ

け
で
な
く
、
例
え
ば
、
会
議
費
や

交
際
費
と
し
て
飲
食
料
品
等
を
購

入
す
る
事
業
者
の
方
や
、
消
費
税

の
免
税
事
業
者
の
方
も
、
取
扱
商

品
の
適
用
税
率
の
確
認
や
適
用
税

率
ご
と
の
区
分
経
理
な
ど
、
制
度

の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
開
催
日
時

平
成
29
年
11
月
14
日
（
火
）

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
　
第
１
・
２
会
議
室

（
富
岡
市
七
日
市
４
０
０―

１
）

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
に

関
す
る
お
問
合
わ
せ
は
、
左
記
の

お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門
　

担
当
　
中
島

代
表
☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３

５　
税
務
署
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
際

は
、
税
務
署
の
電
話
番
号
に
お
か

け
い
た
だ
い
た
後
、
自
動
音
声
案

内
に
従
っ
て
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
の
ご
案
内

〜
家
庭
ご
み
の
減
量
化
に
大
活
躍
〜

　
町
で
は
次
の
と
お
り
生
ご
み
処

理
機
購
入
時
に
助
成
金
交
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
家
庭
一
般
ご

み
の
約
３
割
は
生
ご
み
で
す
。
処

理
機
に
よ
り
生
ご
み
が
畑
の
肥
料

の
基
材
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方
　
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
し
申
請
を
し
た
方

●
対
象
と
な
る
機
械
　
家
庭
で
出

た
生
ご
み
に
乾
燥
、
発
酵
な
ど
の
処

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
ご
み
を

減
量
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
装

置
（
バ
イ
オ
式
・
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
、
コ
ン
ポ
ス
ト
等
）

●
補
助
金
額
　
購
入
費
用
の
１
／

２
と
し
、
２
万
５
千
円
を
限
度
と
す

る
た
だ
し
、
５
ヶ
年
に
つ
き
、
１
世

帯
当
た
り
１
基
を
限
度
と
す
る

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　

環
境
係
　
☎
82―

５
４
９
０

生
ご
み
処
理
機
購
入

補
助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

〜
有
価
物
集
団
回
収
事
業
補
助
制

度
の
ご
案
内
〜

　
こ
の
制
度
は
、
再
生
可
能
な
ご

み
（
有
価
物
）
を
団
体
・
地
区
組

織
な
ど
の
集
団
で
分
別
回
収
し
て

い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
活
動
し
て
い
た
だ
い

た
団
体
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
を

受
け
た
補
助
金
は
団
体
の
活
動
資

金
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
有
価
物

・
古
紙
類

（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
）

・
布
類
（
ぼ
ろ
き
れ
・
古
着
な
ど
）

・
１
升
ビ
ン
、
ビ
ー
ル
び
ん
な
ど

・
ジ
ュ
ー
ス
・
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル

ミ
空
き
缶
、
ス
チ
ー
ル
空
き
缶

●
補
助
金
額
　
補
助
基
本
金
額
　

回
収
量×

換
算
率×

５
円
／
㎏
　

※

申
請
書
に
、
廃
品
回
収
業
者
の

仕
切
伝
票
の
写
し
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　

環
境
係
　
☎
82―

５
４
９
０

廃
品
回
収
で
地
域
や
団
体
の

運
営
資
金
に
な
り
ま
す

開催日開催日

11月20日（月）

開催時間

10：00～12：00

13：30～15：30

開催場所

富岡市生涯学習センター　１階ホール
富岡市七日市400-1

11月28日（火）

11月28日（火）

11月29日（水）

11月29日（水）

開催時間 開催会場 説明会名
（対象者）

決算説明会
（営業所得者）

決算説明会
（農業所得者）

決算説明会
（不動産所得者）

消費税説明会

対象地区

富岡市
甘楽郡

富岡市
生涯学習センター
３階第３会議室
富岡市

七日市400-1

10：00～12：00

14：00～16：00

10：00～12：00

14：00～16：00

【決算説明会・消費税等説明会】

行政情報行政情報

広
報しもにた
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教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
は
、

11
月
よ
り
次
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
の
活
動
に
対
し

て
、
地
域
の
皆
様
に
教
育
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

　
関
心
が
あ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
の
生
涯
学
習
係
（
☎
０
２
７
４

―

82―

２
１
１
５
）
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
い
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

続
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
行
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
町
か
る
た
大
会
　
審
判
員
・
役

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◯
日

　程
　
12
月
23
日
（
土
）
祝
日

◯
場

　所
　
公
民
館

◯
内

　容
　
審
判
員
・
役
員

◯
募
集
人
数
　
８
名

◯
条

　件
　
審
判
講
習
会
に
参
加

し
た
り
、
経
験
が
あ
る
方

●
通
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
下
仁
田
小
学
校
　
学
校
支
援
隊

②
下
仁
田
中
学
校
　
学
校
支
援
セ

ン
タ
ー

◯
内

　容
　
⑴
学
校
の
教
育
活
動

に
対
す
る
支
援

⑵
学
校
の
環
境
整
備
に
対
す
る
支

援⑶
学
校
の
安
全
対
策
へ
の
支
援

③
小
学
校
の
放
課
後
に
お
け
る

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
」

◯
内

　容
　
１
〜
３
年
ま
で
の
低

学
年
児
童
が
、
下
校
時
間
ま
で
教

室
で
学
習
や
遊
び
の
指
導

些
少
の
謝
金
が
出
ま
す
。

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
下
仁
田
町
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「Y

a-
hoo!JA

P
A
N

」
を
運
営
す
る
ヤ

フ
ー
株
式
会
社
と
10
月
２
日
に

「
災
害
に
係
る
情
報
発
信
な
ど
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
　
こ
の
協
定
は
、
下
仁
田
町

内
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
町
の
情
報
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
同

じ
も
の
を
「Yahoo!JAPAN

」
の

サ
ー
ビ
ス
上
に
掲
載
す
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
発
生
時
に
予
想
さ
れ

る
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
し
に
く
い
状
況
を
防
ぎ
、
迅
速

な
情
報
提
供
の
環
境
づ
く
り
を
行

う
も
の
で
す
。

http://em
g.yahoo.co.jp

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
の
災
害
協
定

　
下
仁
田
町
は
、
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
高
崎
支
社
と
10

月
13
日
に
「
災
害
時
に
お
け
る
電

力
復
旧
な
ど
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

下
仁
田
町
内
に
風
水
害
及
び
そ
の

他
の
災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
住
民

生
活
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、

町
と
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
高
崎
支
社
が
連
携
し
て
電
力
復

旧
等
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
高
崎
支
社
と
の
災
害
協
定

●
情
報
連
携
と
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
に
基
づ
き
、
専
用
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、

異
な
る
行
政
機
関
の
間
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
か
ら
生
成
さ
れ
た
符
号
を

も
と
に
特
定
個
人
情
報
を
や
り
取

り
す
る
こ
と
で
す
。

●
各
種
手
続
の
際
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
申
請
書
等
に
記
入
す
る
こ

と
で
、
住
民
が
行
政
機
関
等
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
書
類
を
省

略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
２

０
１
７
年
秋
頃
よ
り
順
次
、
添
付

書
類
が
省
略
で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
す
る
際

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

確
認
書
類
及
び
身
元
確
認
書
類
）

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

事
務
に
よ
っ
て
は
、
引
き
続
き

提
出
を
お
願
い
す
る
添
付
書
類
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
個
別
の
事
務
手
続
の
際
に
は
、

各
行
政
機
関
の
案
内
を
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
手
続
で
添
付
書

　
　
類
が
省
略
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
税
や
社
会
保
障
に
関
す
る
一

　
　
部
の
手
続
で
添
付
書
類
が
省

　
　
略
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
手
続

　
　
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
内

　
　
閣
府
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ホ
ー

　
　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
情
報
連
携
の
記
録
を
確
認
す

　
　
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
「
マ
イ
ナ

　
　
ポ
ー
タ
ル
」
の
機
能
「
や
り

　
　
と
り
履
歴
」
で
確
認
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ロ
グ

　
　
イ
ン
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　

　
　
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

☎
０
１
２
０―

95―

０
１
７
８

■
紛
失
・
盗
難
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
時
利
用
停
止
に

つ
い
て
は
24
時
間
３
６
５
日
受
け

付
け
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

「
情
報
連
携
」
に
つ
い
て

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、来
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の

ご
照
会
先
は
証
明
書（
ハ
ガ
キ
）に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち

ら
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町の災害への取り組み
行政情報行政情報

広
報しもにた
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教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
は
、

11
月
よ
り
次
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
の
活
動
に
対
し

て
、
地
域
の
皆
様
に
教
育
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

　
関
心
が
あ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
の
生
涯
学
習
係
（
☎
０
２
７
４

―

82―

２
１
１
５
）
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
い
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

続
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
行
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
町
か
る
た
大
会
　
審
判
員
・
役

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◯
日

　程
　
12
月
23
日
（
土
）
祝
日

◯
場

　所
　
公
民
館

◯
内

　容
　
審
判
員
・
役
員

◯
募
集
人
数
　
８
名

◯
条

　件
　
審
判
講
習
会
に
参
加

し
た
り
、
経
験
が
あ
る
方

●
通
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
下
仁
田
小
学
校
　
学
校
支
援
隊

②
下
仁
田
中
学
校
　
学
校
支
援
セ

ン
タ
ー

◯
内

　容
　
⑴
学
校
の
教
育
活
動

に
対
す
る
支
援

⑵
学
校
の
環
境
整
備
に
対
す
る
支

援⑶
学
校
の
安
全
対
策
へ
の
支
援

③
小
学
校
の
放
課
後
に
お
け
る

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
」

◯
内

　容
　
１
〜
３
年
ま
で
の
低

学
年
児
童
が
、
下
校
時
間
ま
で
教

室
で
学
習
や
遊
び
の
指
導

些
少
の
謝
金
が
出
ま
す
。

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
下
仁
田
町
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「Y

a-
hoo!JA

P
A
N

」
を
運
営
す
る
ヤ

フ
ー
株
式
会
社
と
10
月
２
日
に

「
災
害
に
係
る
情
報
発
信
な
ど
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
　
こ
の
協
定
は
、
下
仁
田
町

内
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
町
の
情
報
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
同

じ
も
の
を
「Yahoo!JAPAN

」
の

サ
ー
ビ
ス
上
に
掲
載
す
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
発
生
時
に
予
想
さ
れ

る
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
し
に
く
い
状
況
を
防
ぎ
、
迅
速

な
情
報
提
供
の
環
境
づ
く
り
を
行

う
も
の
で
す
。

http://em
g.yahoo.co.jp

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
の
災
害
協
定

　
下
仁
田
町
は
、
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
高
崎
支
社
と
10

月
13
日
に
「
災
害
時
に
お
け
る
電

力
復
旧
な
ど
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

下
仁
田
町
内
に
風
水
害
及
び
そ
の

他
の
災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
住
民

生
活
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、

町
と
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
高
崎
支
社
が
連
携
し
て
電
力
復

旧
等
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
高
崎
支
社
と
の
災
害
協
定

●
情
報
連
携
と
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
に
基
づ
き
、
専
用
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、

異
な
る
行
政
機
関
の
間
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
か
ら
生
成
さ
れ
た
符
号
を

も
と
に
特
定
個
人
情
報
を
や
り
取

り
す
る
こ
と
で
す
。

●
各
種
手
続
の
際
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
申
請
書
等
に
記
入
す
る
こ

と
で
、
住
民
が
行
政
機
関
等
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
書
類
を
省

略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
２

０
１
７
年
秋
頃
よ
り
順
次
、
添
付

書
類
が
省
略
で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
す
る
際

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

確
認
書
類
及
び
身
元
確
認
書
類
）

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

事
務
に
よ
っ
て
は
、
引
き
続
き

提
出
を
お
願
い
す
る
添
付
書
類
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

個
別
の
事
務
手
続
の
際
に
は
、

各
行
政
機
関
の
案
内
を
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
手
続
で
添
付
書

　
　
類
が
省
略
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
税
や
社
会
保
障
に
関
す
る
一

　
　
部
の
手
続
で
添
付
書
類
が
省

　
　
略
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
手
続

　
　
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
内

　
　
閣
府
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ホ
ー

　
　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
情
報
連
携
の
記
録
を
確
認
す

　
　
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
「
マ
イ
ナ

　
　
ポ
ー
タ
ル
」
の
機
能
「
や
り

　
　
と
り
履
歴
」
で
確
認
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ロ
グ

　
　
イ
ン
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　

　
　
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

☎
０
１
２
０―

95―

０
１
７
８

■
紛
失
・
盗
難
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
時
利
用
停
止
に

つ
い
て
は
24
時
間
３
６
５
日
受
け

付
け
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

「
情
報
連
携
」
に
つ
い
て

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、来
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の

ご
照
会
先
は
証
明
書（
ハ
ガ
キ
）に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち

ら
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町の災害への取り組み
行政情報行政情報

広
報しもにた
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町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
の
受
け
付
け
は
、
５
月
29
日

で
終
了
し
ま
し
た
が
、
や
む
を
得

な
い
理
由
等
に
よ
り
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
福

祉
係
　
☎
０
２
７
４―

64―

８
８

０
３
（
直
通
）

　
労
働
保
険
は
、
「
労
働
者
の
保

護
」
を
目
的
と
し
、
国
が
管
理
・

運
営
す
る
強
制
的
な
保
険
で
あ

り
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
す

る
事
業
主
に
は
、
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
、

事
業
主
は
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
い
事

業
主
に
対
し
て
は
、
強
制
的
な
加

入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
　
☎
０
２

７―

８
９
６―

４
７
３
４

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）の

お
知
ら
せ

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
す
み
で
す
か

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間
で
す

　
９
月
３
日
（
日
）
、
下
仁
田
高

等
学
校
か
ら
多
数
の
参
加
を
得

て
、
第
30
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
第
50
回
甘
楽
郡
民
体
育
大
会

が
、
９
月
17
日
（
日
）
甘
楽
町
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
屋
内
競

技
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

第
30
回

町
民
テ
ニ
ス
大
会

第
50
回

甘
楽
郡
民
体
育
大
会

広
報しもにた

１　位

甘楽町

甘楽町

種　目

バレーボール　女子

卓　球

２　位

下仁田町

下仁田町

　
佐
藤
千
代
子
氏
（
新
規
：
西

牧
）
、
工
藤
貴
弘
氏
（
継
続
：
小

坂
）
が
9
月
定
例
議
会
に
お
い
て

議
会
の
同
意
を
得
て
教
育
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
平
成
29
年
10
月
1
日

か
ら
4
年
間
、
工
藤
氏
は
平
成
29

年
10
月
1
日
か
ら
1
年
間
（
任
期

の
特
例
に
よ
る
）
下
仁
田
町
教
育

委
員
と
し
て
務
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

下
仁
田
町
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て

再
商
品
化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お

り
ま
す
が
、
年
に
一
度
ベ
ー
ル
検

査
と
い
う
の
を
受
け
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

（
成
績
が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
）

　
今
回
は
総
本
数
１
、
２
０
５
本

の
内
、
キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
た
物
１

本
、
縦
潰
れ
や
カ
ッ
ト
さ
れ
た
物

３
本
と
い
う
結
果
で
、
１
５
０
点

中
１
４
８
点
で
Ａ
ラ
ン
ク
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果

と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
こ
の
Ａ
ラ
ン
ク

を
維
持
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　資
源
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

つ
い
て
は
…

　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。
中
を
軽
く

水
洗
い
を
す
る
。
ラ
ベ
ル
を
は
が

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル

検
査
の
結
果
に
つ
い
て

●
ビ
ン
に
つ
い
て
は
…

　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。
中
を
軽
く

水
洗
い
を
す
る
。
ラ
ベ
ル
は
、
は

が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
理
由
：
毒
物
等
の
ビ
ン
か
区
別

す
る
た
め
。
）

　
１
袋
の
重
さ
は
、
10
㎏
以
内
に

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
割
れ
た

ビ
ン
は
、
紙
で
包
み
燃
え
な
い
ゴ

ミ
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、

本
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は

　
ヒ
モ
で
10
㎏
以
内
に
縛
り
、
ラ

ベ
ル
を
つ
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
　甘
楽
西
部
環
境

衛
生
施
設
組
合
（
下
仁
田
町
役
場

内
）
☎
64
―
8
8
1
1

３町村出場
３点
２点
１点

１位
２位
３位

２町村出場
２点
1点

１　位

甘楽町

４

順　位

町村名

得　点

２　位

下仁田町

２

男子シングルス

戸　塚　　　均

佐　藤　晋　一

小　林　優　祐
(下仁田高校)

石　井　大　空
（下仁田高校）

優　勝

準優勝

第３位

初心者ダブルス

黒　澤　一　世

佐　藤　晋　一

小　林　優　祐

石　井　大　空

（下仁田高校）

松　本　祐　宜

大　澤　勇　斗

（下仁田高校）

廣　瀬　太　陽

工　藤　ゆきね

（下仁田高校）

町の話題町の話題
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町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
の
受
け
付
け
は
、
５
月
29
日

で
終
了
し
ま
し
た
が
、
や
む
を
得

な
い
理
由
等
に
よ
り
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
福

祉
係
　
☎
０
２
７
４―

64―
８
８

０
３
（
直
通
）

　
労
働
保
険
は
、
「
労
働
者
の
保

護
」
を
目
的
と
し
、
国
が
管
理
・

運
営
す
る
強
制
的
な
保
険
で
あ

り
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
す

る
事
業
主
に
は
、
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
、

事
業
主
は
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
い
事

業
主
に
対
し
て
は
、
強
制
的
な
加

入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
　
☎
０
２

７―

８
９
６―

４
７
３
４

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）の

お
知
ら
せ

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
す
み
で
す
か

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間
で
す

　
９
月
３
日
（
日
）
、
下
仁
田
高

等
学
校
か
ら
多
数
の
参
加
を
得

て
、
第
30
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
第
50
回
甘
楽
郡
民
体
育
大
会

が
、
９
月
17
日
（
日
）
甘
楽
町
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
屋
内
競

技
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

第
30
回

町
民
テ
ニ
ス
大
会

第
50
回

甘
楽
郡
民
体
育
大
会

広
報しもにた

１　位

甘楽町

甘楽町

種　目

バレーボール　女子

卓　球

２　位

下仁田町

下仁田町

　
佐
藤
千
代
子
氏
（
新
規
：
西

牧
）
、
工
藤
貴
弘
氏
（
継
続
：
小

坂
）
が
9
月
定
例
議
会
に
お
い
て

議
会
の
同
意
を
得
て
教
育
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
平
成
29
年
10
月
1
日

か
ら
4
年
間
、
工
藤
氏
は
平
成
29

年
10
月
1
日
か
ら
1
年
間
（
任
期

の
特
例
に
よ
る
）
下
仁
田
町
教
育

委
員
と
し
て
務
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

下
仁
田
町
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て

再
商
品
化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お

り
ま
す
が
、
年
に
一
度
ベ
ー
ル
検

査
と
い
う
の
を
受
け
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

（
成
績
が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
）

　
今
回
は
総
本
数
１
、
２
０
５
本

の
内
、
キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
た
物
１

本
、
縦
潰
れ
や
カ
ッ
ト
さ
れ
た
物

３
本
と
い
う
結
果
で
、
１
５
０
点

中
１
４
８
点
で
Ａ
ラ
ン
ク
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
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と
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す
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次
第
で
す
。
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後
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続
き
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の
Ａ
ラ
ン
ク
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う
、
皆
様
の
ご

協
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を
お
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い
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す
。
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ペ
ッ
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ボ
ト
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に
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…
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取
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は
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ボ
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取
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。
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。
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。
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昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し

た
小
・
中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に

分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品

を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ
い
て
、も

う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成

28
年
度
の
も
の
で
す
。

　「
女
性
都
知
事
誕
生
」、「
女
性
初

の
大
統
領
な
る
か
」春
か
ら
つ
い
最

近
ま
で
、よ
く
テ
レ
ビ
で
聞
い
た
り
、

新
聞
で
見
た
り
し
た
言
葉
で
す
。

「
女
性
」と
言
う
言
葉
が
付
い
て
も

特
別
な
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
、あ
る
大
学
で
は
、優
秀
な

女
子
学
生
を
確
保
す
る
た
め
に
、ア

パ
ー
ト
代
を
学
校
側
が一定
額
払
って

く
れ
る
と
い
う
ニュー
ス
を
聞
き
ま
し

た
。最
初
は
私
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。で
も
、男
子
学
生
が

自
分
た
ち
だ
っ
て
お
金
が
大
変
な
の

は
同
じ
な
の
に
、女
子
学
生
だ
け
に

お
金
を
出
す
の
は
お
か
し
い
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
い
て
、「
な
る
ほ
ど
」と

思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の
ニュー
ス

に
関
連
す
る
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
い
た
ら
、「
男
女
差
別
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。そ

こ
で
、男
女
差
別
に
つ
い
て
調
べ
て
み

る
と
、差
別
と
い
う
の
は
人
権
問
題

に
関
わ
って
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。例
え
ば
、選
挙
権
は
男

性
に
は一八
九
〇
年
に
与
え
ら
れ
た

の
に
、女
性
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、五

十
五
年
後
の一九
四
五
年
で
し
た
。な

ぜ
女
性
に
与
え
ら
れ
た
の
が
こ
ん
な

に
お
そ
か
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た

と
こ
ろ
、昔
は
今
と
比
べ
て
男
女
差

別
が
と
て
も
激
し
く
て
、す
べ
て
に

お
い
て
男
性
よ
り
も
女
性
が
下
に
見

ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、今
年
、修
学
旅
行
で
行
っ

た
東
慶
寺
は
、昔
、自
分
か
ら
離
婚

が
で
き
な
か
っ
た
女
性
が
、か
け
込

む
寺
だ
っ
た
そ
う
で
す
。な
ぜ
、女
性

か
ら
離
婚
が
で
き
な
か
っ
た
か
と
い

う
と
、男
性
よ
り
も
女
性
は
大
事
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。今
、日
本
で
は
、そ
う
い
う
こ
と

は
な
い
で
す
が
、他
の
国
で
は
、ま
だ
、

男
女
差
別
が
激
し
い
国
も
あ
り
、女

性
と
い
う
だ
け
で
勉
強
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
う
ば
わ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
、自
分
は
、か

わ
い
そ
う
だ
と
思
う
し
、同
じ
女
性

と
し
て
、く
や
し
い
気
が
し
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、女
性
か
ら
見
た
こ
と

を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、男
性
か
ら

見
た
ら
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。例

え
ば
、女
性
に
は
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
が

あ
る
の
に
、な
ん
で
、メ
ン
ズ
デ
ー
は
無

い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。他
に
も
、前
に
も

書
い
た
よ
う
に
、女
性
と
い
う
だ
け

で
ア
パ
ー
ト
代
を
出
し
て
く
れ
る
大

学
が
出
て
く
る
な
ど
、不
公
平
な
こ

と
が
、世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
男
女
の
間
の
不
公
平
や
差
別
が

大
き
く
な
る
と
、そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、

人
権
問
題
に
関
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。昔
、女
の
人
に
選
挙
権
が
無

か
っ
た
の
は
、女
性
の
人
権
が
軽
く

見
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。ま
た
、昔
は
、人
権
と
い
う
言
葉

が
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。今
は
、男
性
も
女
性
も
平
等
に

選
挙
権
が
あ
り
、男
女
差
別
は
無
く

な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、ま
だ
、

「
女
性
」と
い
う
言
葉
や「
男
性
」と

い
う
言
葉
を
強
く
主
張
す
る
と
男

女
差
別
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。実
際

に
自
分
も「
男
の
子
み
た
い
だ
か
ら

や
め
な
。」と
言
わ
れ
た
り
す
る
と
、

「
男
子
だ
っ
た
ら
い
い
の
か
な
。」と
か

思
っ
た
り
し
ま
す
。男
の
子
み
た
い
、

女
の
子
み
た
い
と
い
う
の
も
、男
女

差
別
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。こ
う

見
る
と
、男
女
差
別
は
ま
だ
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
意
外
に
身
近
に
あ
る
男
女
差
別
。

こ
れ
を
無
く
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、ま
ず
、

自
分
の
周
り
か
ら
直
し
て
い
け
ば
いい

と
思
い
ま
し
た
。例
え
ば
、自
分
は

ラ
ッ
キ
ー
と
思
っ
た
こ
と
は
、一
部
の
人

は
ど
う
思
っ
た
だ
ろ
う
と
、相
手
の
気

持
ち
を
考
え
て
み
る
な
ど
、色
々
あ

り
ま
し
た
。

　
男
女
差
別
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
の
よ
う
な
様
々

な
考
え
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、明
日
か
ら
は
、物
事
の一
方
を
見

る
の
で
は
な
く
、二
つ
の
方
向
を
見
る

よ
う
に
し
ま
す
。そ
し
て
、正
々
堂
々

と
し
た
女
性
と
し
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

広
報しもにた

平
成
28
年
度
人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

作文
優秀賞

身
近
に
あ
る
人
権
問
題

下
仁
田
小
学
校

　
　
　
　
　
六
年
　
佐
藤
　
実
花

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校2年

松原　明音

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校2年

佐藤　利紀

人権尊重作品人権尊重作品

ご
め
ん
な
さ
い

　
　
　
い
え
た
ら
そ
の
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
な
お
り

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
小
金
澤
　
慈
温

言
わ
な
い
よ

　
　
　
自
分
が
言
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
な
こ
と

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
竹
田
　
龍
之
介

こ

い

じ
ぶ
ん

い

こ
こ
ろ

か
ら
だ

み
て
ご
ら
ん

　
　
　
ま
わ
り
で
だ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
って
な
い
？

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
堀
越
　
亜
美

「
あ
り
が
と
う
」

　
　
　
　
　
心
も
体
も

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ッ
カ
ポ
カ

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
今
井
　
翔
太

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞
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に
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の
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に
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介
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。
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品

を
ご
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に
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り
、人
権
に
つ
い
て
、も

う
一度
考
え
て
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ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成

28
年
度
の
も
の
で
す
。

　「
女
性
都
知
事
誕
生
」、「
女
性
初

の
大
統
領
な
る
か
」春
か
ら
つ
い
最

近
ま
で
、よ
く
テ
レ
ビ
で
聞
い
た
り
、

新
聞
で
見
た
り
し
た
言
葉
で
す
。

「
女
性
」と
言
う
言
葉
が
付
い
て
も

特
別
な
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
、あ
る
大
学
で
は
、優
秀
な

女
子
学
生
を
確
保
す
る
た
め
に
、ア

パ
ー
ト
代
を
学
校
側
が一定
額
払
って

く
れ
る
と
い
う
ニュー
ス
を
聞
き
ま
し

た
。最
初
は
私
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。で
も
、男
子
学
生
が

自
分
た
ち
だ
っ
て
お
金
が
大
変
な
の

は
同
じ
な
の
に
、女
子
学
生
だ
け
に

お
金
を
出
す
の
は
お
か
し
い
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
い
て
、「
な
る
ほ
ど
」と

思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の
ニュー
ス

に
関
連
す
る
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
い
た
ら
、「
男
女
差
別
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。そ

こ
で
、男
女
差
別
に
つ
い
て
調
べ
て
み

る
と
、差
別
と
い
う
の
は
人
権
問
題

に
関
わ
って
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。例
え
ば
、選
挙
権
は
男

性
に
は一八
九
〇
年
に
与
え
ら
れ
た

の
に
、女
性
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、五

十
五
年
後
の一九
四
五
年
で
し
た
。な

ぜ
女
性
に
与
え
ら
れ
た
の
が
こ
ん
な

に
お
そ
か
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た

と
こ
ろ
、昔
は
今
と
比
べ
て
男
女
差

別
が
と
て
も
激
し
く
て
、す
べ
て
に

お
い
て
男
性
よ
り
も
女
性
が
下
に
見

ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、今
年
、修
学
旅
行
で
行
っ

た
東
慶
寺
は
、昔
、自
分
か
ら
離
婚

が
で
き
な
か
っ
た
女
性
が
、か
け
込

む
寺
だ
っ
た
そ
う
で
す
。な
ぜ
、女
性

か
ら
離
婚
が
で
き
な
か
っ
た
か
と
い

う
と
、男
性
よ
り
も
女
性
は
大
事
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。今
、日
本
で
は
、そ
う
い
う
こ
と

は
な
い
で
す
が
、他
の
国
で
は
、ま
だ
、

男
女
差
別
が
激
し
い
国
も
あ
り
、女

性
と
い
う
だ
け
で
勉
強
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
う
ば
わ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
、自
分
は
、か

わ
い
そ
う
だ
と
思
う
し
、同
じ
女
性

と
し
て
、く
や
し
い
気
が
し
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、女
性
か
ら
見
た
こ
と

を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、男
性
か
ら

見
た
ら
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。例

え
ば
、女
性
に
は
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
が

あ
る
の
に
、な
ん
で
、メ
ン
ズ
デ
ー
は
無

い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。他
に
も
、前
に
も

書
い
た
よ
う
に
、女
性
と
い
う
だ
け

で
ア
パ
ー
ト
代
を
出
し
て
く
れ
る
大

学
が
出
て
く
る
な
ど
、不
公
平
な
こ

と
が
、世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
男
女
の
間
の
不
公
平
や
差
別
が

大
き
く
な
る
と
、そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、

人
権
問
題
に
関
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。昔
、女
の
人
に
選
挙
権
が
無

か
っ
た
の
は
、女
性
の
人
権
が
軽
く

見
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。ま
た
、昔
は
、人
権
と
い
う
言
葉

が
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。今
は
、男
性
も
女
性
も
平
等
に

選
挙
権
が
あ
り
、男
女
差
別
は
無
く

な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、ま
だ
、

「
女
性
」と
い
う
言
葉
や「
男
性
」と

い
う
言
葉
を
強
く
主
張
す
る
と
男

女
差
別
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。実
際

に
自
分
も「
男
の
子
み
た
い
だ
か
ら

や
め
な
。」と
言
わ
れ
た
り
す
る
と
、

「
男
子
だ
っ
た
ら
い
い
の
か
な
。」と
か

思
っ
た
り
し
ま
す
。男
の
子
み
た
い
、

女
の
子
み
た
い
と
い
う
の
も
、男
女

差
別
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。こ
う

見
る
と
、男
女
差
別
は
ま
だ
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
意
外
に
身
近
に
あ
る
男
女
差
別
。

こ
れ
を
無
く
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、ま
ず
、

自
分
の
周
り
か
ら
直
し
て
い
け
ば
いい

と
思
い
ま
し
た
。例
え
ば
、自
分
は

ラ
ッ
キ
ー
と
思
っ
た
こ
と
は
、一
部
の
人

は
ど
う
思
っ
た
だ
ろ
う
と
、相
手
の
気

持
ち
を
考
え
て
み
る
な
ど
、色
々
あ

り
ま
し
た
。

　
男
女
差
別
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
の
よ
う
な
様
々

な
考
え
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、明
日
か
ら
は
、物
事
の一
方
を
見

る
の
で
は
な
く
、二
つ
の
方
向
を
見
る

よ
う
に
し
ま
す
。そ
し
て
、正
々
堂
々

と
し
た
女
性
と
し
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

広
報しもにた

平
成
28
年
度
人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

作文
優秀賞

身
近
に
あ
る
人
権
問
題

下
仁
田
小
学
校

　
　
　
　
　
六
年
　
佐
藤
　
実
花

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校2年

松原　明音

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校2年

佐藤　利紀

人権尊重作品人権尊重作品

ご
め
ん
な
さ
い

　
　
　
い
え
た
ら
そ
の
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
な
お
り

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
小
金
澤
　
慈
温

言
わ
な
い
よ

　
　
　
自
分
が
言
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
な
こ
と

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
竹
田
　
龍
之
介

こ

い

じ
ぶ
ん

い

こ
こ
ろ

か
ら
だ

み
て
ご
ら
ん

　
　
　
ま
わ
り
で
だ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
って
な
い
？

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
堀
越
　
亜
美

「
あ
り
が
と
う
」

　
　
　
　
　
心
も
体
も

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ッ
カ
ポ
カ

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
今
井
　
翔
太

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞
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サ
ク
ラ
は
、
日
本
を
代
表
す
る

花
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
野
生
の

サ
ク
ラ
の
種
数
は
日
本
よ
り
も
中

国
の
方
が
は
る
か
に
多
い
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
野
生
数

は
９
種
程
だ
。
下
仁
田
地
域
で
見

ら
れ
る
野
生
の
サ
ク
ラ
に
は
、
一

番
開
花
の
早
い
も
の
か
ら
順
に
エ

ド
ヒ
ガ
ン
、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、

チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の
５
種

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
山
に
生
え
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
一
般
に
す
べ
て

を
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
い
っ
て
い
る

が
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
言
う
野
生
種

が
あ
る
。
今
ま
で
調
べ
た
範
囲
で

は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
見
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
サ
ク
ラ
に
は
野
生
種
の

他
に
栽
培
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ

れ
た
栽
培
種
が
あ
る
。
日
本
の
栽

培
品
種
数
は
世
界
で
も
類
を
見
な

い
ほ
ど
の
数
が
見
ら
れ
る
。
群
馬

を
代
表
と
す
る
サ
ク
ラ
の
名
所
、

妙
義
の
「
さ
く
ら
の
里
」
の
も
40

種
余
、
５
０
０
０
本
の
桜
が
植
え

ら
れ
て
い
る
。
春
の
開
花
期
に
は

広
い
駐
車
場
が
毎
日
満
車
の
状
態

で
あ
る
。
ま
た
、
10
月
〜
12
月
に

咲
く
、
藤
岡
市
鬼
石
の
「
三
波
川

フ
ユ
ザ
ク
ラ
」
も
有
名
で
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

る
。
下
仁
田
町
で
も
上
小
坂
の
広

川
原
か
ら
中
村
、
松
倉
、
「
さ
く

ら
の
里
」
に
か
け
て
多
く
の
ジ
ュ

ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
が
開
花
す
る
。

　
サ
ク
ラ
と
言
え
ば
春
の
花
見
が

定
番
で
あ
る
が
、
晩
秋
の
サ
ク
ラ

の
花
見
も
な
か
な
か
風
情
の
あ
る

も
の
だ
。
出
来
れ
ば
、
上
小
坂
か

ら
さ
く
ら
の
里
ま
で
、
地
元
と
町

と
一
体
と
な
っ
て
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ

ク
ラ
を
植
え
、
互
い
に
町
の
活
性

化
を
図
り
地
域
に
う
る
お
い
を
も

た
ら
せ
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「
福
寿
草
の
里
」
、

「
ア
ジ
サ
イ
園
」
は
多
く
の
地
元

の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
き
た
。
二
箇
所
と

も
、
一
朝
一
夕
に
出
来
た
も
の
で

は
な
く
、
こ
こ
を
築
き
あ
げ
て
き

た
地
元
の
方
々
の
努
力
に
心
か
ら

の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
花
の
色
は
、
淡
紅
色
、
花
弁
の

数
は
10
〜
20
枚
の
八
重
咲
き
で
、

10
月
か
ら
12
月
の
か
け
て
継
続
的

に
咲
き
、
春
に
も
か
な
り
咲
く
二

季
咲
き
の
サ
ク
ラ
で
あ
る
。
こ
の

サ
ク
ラ
は
大
木
に
な
ら
な
い
落
葉

小
高
木
で
、
10
月
頃
に
開
花
す
る

の
で
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
と
名
づ

け
ら
れ
た
。
こ
の
季
節
に
は
各
所

で
サ
ク
ラ
の
花
が
見
ら
れ
る
が
殆

ど
が
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
で
あ

る
。
杉
の
木
峠
周
辺
に
も
植
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
こ
こ
を
通
る
機
会

に
は
是
非
見
て
ほ
し
い
も
の
と

さ
く
ら
の
里
と

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ

里
見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
27
号

思
っ
て
い
る
。

　
フ
ユ
ザ
ク
ラ
も
「
さ
く
ら
の
里
」

中
央
園
地(

野
外
ス
テ
ー
ジ)

の
あ
る

と
こ
ろ
の
道
下
に
わ
ず
か
に
植
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
サ
ク
ラ
も
冬
と
春

の
二
季
咲
き
で
、
花
は
白
色
、
一
重

咲
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
サ
ク

ラ
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
み
ら
れ

る
。
妙
義
山
を
背
景
に
写
真
撮
影
を

こ
こ
ろ
み
て
、
い
こ
い
処
で
写
真
展

を
楽
し
む
事
も
一
つ
の
案
だ
ろ
う
。

　
出
来
れ
ば
、
地
域
の
ご
理
解
を
得

て
も
う
少
し
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
を

植
え
て
、
地
域
の
一
層
の
活
性
化
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
企
画
展

「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ

の
誕
生
―
四
ッ
又
山
、
1
億
年
前

の
姿
―
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
四
ッ
又
山
の
登
山
ル
ー
ト
の
中

に
あ
る
ジ
オ
の
見
ど
こ
ろ
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

●
会
期
　
平
成
29
年
10
月
1
日
〜

平
成
30
年
5
月
31
日

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分

　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
そ
の
質
の

維
持
の
た
め
に
再
認
定
審
査
が
あ

り
ま
す
。
下
仁
田
は
2
0
1
5
年

の
審
査
で
条
件
付
き
再
認
定
が
出

て
お
り
、
今
年
も
う
一
度
審
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
の
日
程
は
11
月
14
日
〜
15

日
で
す
。
審
査
で
は
、
下
仁
田
ジ

オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
認
定
を
目
指

し
ま
す
。

　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
に
こ
ん

に
ゃ
く
道
場
前
広
場
で
開
催
さ
れ

る
ね
ぎ
祭
り
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

P
R
ブ
ー
ス
を
だ
し
ま
す
。
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で

す
。
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　
9
月
1
日
（
金
）
自
然
史
館
地

学
講
座
第
2
回
で
、
「
人
類
と
岩

石
の
か
か
わ
り
―
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
の
視
点
―
」
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
講
師
は
中
村
自
然
史
館

長
で
す
。

　
人
類
が
金
属
を
知
る
以
前
は
、

石
器
が
主
な
道
具
で
し
た
。
切
っ

た
り
す
る
道
具
に
は
鋭
く
割
れ
る

石
が
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
斧
の
よ

う
な
石
器
に
は
重
く
て
丈
夫
な
石

が
選
ば
れ
て
お
り
、
石
材
標
本
を

並
べ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
11
月
は

【
ね
ぎ
祭
り
会
場
付
近
】
で
す
!!

　
ね
ぎ
祭
り
に
お
い
で
く
だ
さ
る

方
々
を
、
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
日
　時
　
11
月
20
日
（
月
）

午
前
6
時
30
分
か
ら

●
集
　合
　
シ
ャ
ル
ダ
ン
裏
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り

体
験
道
場
広
場

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い

服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程

度
の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
12
月
〜
２
月
の
間
、
清
掃
活
動
は

休
止
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

企
画
展
開
催
中
！

企
画
展
開
催
中
！

ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定

審
査
が
あ
り
ま
す

ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定

審
査
が
あ
り
ま
す

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

ね
ぎ
祭
り
ジ
オ
ブ
ー
ス

ね
ぎ
祭
り
ジ
オ
ブ
ー
ス

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
と
は

ど
ん
な
サ
ク
ラ
か

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
と
は

ど
ん
な
サ
ク
ラ
か

フ
ユ
ザ
ク
ラ
と
は

フ
ユ
ザ
ク
ラ
と
は

行
事
予
定

地
学
講
座

「
人
類
と
岩
石
の
か
か
わ
り
」

地
学
講
座

「
人
類
と
岩
石
の
か
か
わ
り
」

行
事
報
告

白
石
工
業
見
学
会
報
告

白
石
工
業
見
学
会
報
告

行
事
報
告

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
講
座
参
加
者
は
石
の
中
の
放
散

虫
の
化
石
が
顕
微
鏡
で
簡
単
に
見

る
事
が
で
き
、
み
な
さ
ん
興
味
深

そ
う
で
し
た
。

　
９
月
24
日
（
日
）
、
白
石
工
業

㈱
白
艶
華
工
場
（
青
倉
）
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
下
仁
田
自
然
学

校
鉱
山
研
究
会
主
催
に
よ
り
、
工

場
見
学
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
白
艶
華
工
場
は
、
石
灰
岩
か
ら

細
粒
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

の
多
彩
な
用
途
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
り
、
昔
こ
こ
で
働
い
て
い
た

方
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
昔
の
施
設
も
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
参
加
さ
れ
た
47
名
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
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報しもにた

　
サ
ク
ラ
は
、
日
本
を
代
表
す
る

花
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
野
生
の

サ
ク
ラ
の
種
数
は
日
本
よ
り
も
中

国
の
方
が
は
る
か
に
多
い
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
野
生
数

は
９
種
程
だ
。
下
仁
田
地
域
で
見

ら
れ
る
野
生
の
サ
ク
ラ
に
は
、
一

番
開
花
の
早
い
も
の
か
ら
順
に
エ

ド
ヒ
ガ
ン
、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、

チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の
５
種

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
山
に
生
え
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
一
般
に
す
べ
て

を
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
い
っ
て
い
る

が
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
言
う
野
生
種

が
あ
る
。
今
ま
で
調
べ
た
範
囲
で

は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
見
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
サ
ク
ラ
に
は
野
生
種
の

他
に
栽
培
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ

れ
た
栽
培
種
が
あ
る
。
日
本
の
栽

培
品
種
数
は
世
界
で
も
類
を
見
な

い
ほ
ど
の
数
が
見
ら
れ
る
。
群
馬

を
代
表
と
す
る
サ
ク
ラ
の
名
所
、

妙
義
の
「
さ
く
ら
の
里
」
の
も
40

種
余
、
５
０
０
０
本
の
桜
が
植
え

ら
れ
て
い
る
。
春
の
開
花
期
に
は

広
い
駐
車
場
が
毎
日
満
車
の
状
態

で
あ
る
。
ま
た
、
10
月
〜
12
月
に

咲
く
、
藤
岡
市
鬼
石
の
「
三
波
川

フ
ユ
ザ
ク
ラ
」
も
有
名
で
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

る
。
下
仁
田
町
で
も
上
小
坂
の
広

川
原
か
ら
中
村
、
松
倉
、
「
さ
く

ら
の
里
」
に
か
け
て
多
く
の
ジ
ュ

ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
が
開
花
す
る
。

　
サ
ク
ラ
と
言
え
ば
春
の
花
見
が

定
番
で
あ
る
が
、
晩
秋
の
サ
ク
ラ

の
花
見
も
な
か
な
か
風
情
の
あ
る

も
の
だ
。
出
来
れ
ば
、
上
小
坂
か

ら
さ
く
ら
の
里
ま
で
、
地
元
と
町

と
一
体
と
な
っ
て
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ

ク
ラ
を
植
え
、
互
い
に
町
の
活
性

化
を
図
り
地
域
に
う
る
お
い
を
も

た
ら
せ
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「
福
寿
草
の
里
」
、

「
ア
ジ
サ
イ
園
」
は
多
く
の
地
元

の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
き
た
。
二
箇
所
と

も
、
一
朝
一
夕
に
出
来
た
も
の
で

は
な
く
、
こ
こ
を
築
き
あ
げ
て
き

た
地
元
の
方
々
の
努
力
に
心
か
ら

の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
花
の
色
は
、
淡
紅
色
、
花
弁
の

数
は
10
〜
20
枚
の
八
重
咲
き
で
、

10
月
か
ら
12
月
の
か
け
て
継
続
的

に
咲
き
、
春
に
も
か
な
り
咲
く
二

季
咲
き
の
サ
ク
ラ
で
あ
る
。
こ
の

サ
ク
ラ
は
大
木
に
な
ら
な
い
落
葉

小
高
木
で
、
10
月
頃
に
開
花
す
る

の
で
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
と
名
づ

け
ら
れ
た
。
こ
の
季
節
に
は
各
所

で
サ
ク
ラ
の
花
が
見
ら
れ
る
が
殆

ど
が
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
で
あ

る
。
杉
の
木
峠
周
辺
に
も
植
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
こ
こ
を
通
る
機
会

に
は
是
非
見
て
ほ
し
い
も
の
と

さ
く
ら
の
里
と

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ

里
見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
27
号

思
っ
て
い
る
。

　
フ
ユ
ザ
ク
ラ
も
「
さ
く
ら
の
里
」

中
央
園
地(

野
外
ス
テ
ー
ジ)

の
あ
る

と
こ
ろ
の
道
下
に
わ
ず
か
に
植
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
サ
ク
ラ
も
冬
と
春

の
二
季
咲
き
で
、
花
は
白
色
、
一
重

咲
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
サ
ク

ラ
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
み
ら
れ

る
。
妙
義
山
を
背
景
に
写
真
撮
影
を

こ
こ
ろ
み
て
、
い
こ
い
処
で
写
真
展

を
楽
し
む
事
も
一
つ
の
案
だ
ろ
う
。

　
出
来
れ
ば
、
地
域
の
ご
理
解
を
得

て
も
う
少
し
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
を

植
え
て
、
地
域
の
一
層
の
活
性
化
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
企
画
展

「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ

の
誕
生
―
四
ッ
又
山
、
1
億
年
前

の
姿
―
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
四
ッ
又
山
の
登
山
ル
ー
ト
の
中

に
あ
る
ジ
オ
の
見
ど
こ
ろ
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

●
会
期
　
平
成
29
年
10
月
1
日
〜

平
成
30
年
5
月
31
日

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分

　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
そ
の
質
の

維
持
の
た
め
に
再
認
定
審
査
が
あ

り
ま
す
。
下
仁
田
は
2
0
1
5
年

の
審
査
で
条
件
付
き
再
認
定
が
出

て
お
り
、
今
年
も
う
一
度
審
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
の
日
程
は
11
月
14
日
〜
15

日
で
す
。
審
査
で
は
、
下
仁
田
ジ

オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
認
定
を
目
指

し
ま
す
。

　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
に
こ
ん

に
ゃ
く
道
場
前
広
場
で
開
催
さ
れ

る
ね
ぎ
祭
り
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

P
R
ブ
ー
ス
を
だ
し
ま
す
。
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で

す
。
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　
9
月
1
日
（
金
）
自
然
史
館
地

学
講
座
第
2
回
で
、
「
人
類
と
岩

石
の
か
か
わ
り
―
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
の
視
点
―
」
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
講
師
は
中
村
自
然
史
館

長
で
す
。

　
人
類
が
金
属
を
知
る
以
前
は
、

石
器
が
主
な
道
具
で
し
た
。
切
っ

た
り
す
る
道
具
に
は
鋭
く
割
れ
る

石
が
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
斧
の
よ

う
な
石
器
に
は
重
く
て
丈
夫
な
石

が
選
ば
れ
て
お
り
、
石
材
標
本
を

並
べ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
11
月
は

【
ね
ぎ
祭
り
会
場
付
近
】
で
す
!!

　
ね
ぎ
祭
り
に
お
い
で
く
だ
さ
る

方
々
を
、
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
日
　時
　
11
月
20
日
（
月
）

午
前
6
時
30
分
か
ら

●
集
　合
　
シ
ャ
ル
ダ
ン
裏
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り

体
験
道
場
広
場

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い

服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程

度
の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
12
月
〜
２
月
の
間
、
清
掃
活
動
は

休
止
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

企
画
展
開
催
中
！

企
画
展
開
催
中
！

ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定

審
査
が
あ
り
ま
す

ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定

審
査
が
あ
り
ま
す

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

ね
ぎ
祭
り
ジ
オ
ブ
ー
ス

ね
ぎ
祭
り
ジ
オ
ブ
ー
ス

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
と
は

ど
ん
な
サ
ク
ラ
か

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
と
は

ど
ん
な
サ
ク
ラ
か

フ
ユ
ザ
ク
ラ
と
は

フ
ユ
ザ
ク
ラ
と
は

行
事
予
定

地
学
講
座

「
人
類
と
岩
石
の
か
か
わ
り
」

地
学
講
座

「
人
類
と
岩
石
の
か
か
わ
り
」

行
事
報
告

白
石
工
業
見
学
会
報
告

白
石
工
業
見
学
会
報
告

行
事
報
告

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
講
座
参
加
者
は
石
の
中
の
放
散

虫
の
化
石
が
顕
微
鏡
で
簡
単
に
見

る
事
が
で
き
、
み
な
さ
ん
興
味
深

そ
う
で
し
た
。

　
９
月
24
日
（
日
）
、
白
石
工
業

㈱
白
艶
華
工
場
（
青
倉
）
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
下
仁
田
自
然
学

校
鉱
山
研
究
会
主
催
に
よ
り
、
工

場
見
学
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
白
艶
華
工
場
は
、
石
灰
岩
か
ら

細
粒
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

の
多
彩
な
用
途
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
り
、
昔
こ
こ
で
働
い
て
い
た

方
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
昔
の
施
設
も
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
参
加
さ
れ
た
47
名
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFOMATION

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1

（
直
通
）

　
雑
草
類
が
繁
茂
し
た
空
地
は
、

害
虫
の
発
生
や
不
法
投
棄
を
招
く

要
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
冬
場
に
立
ち
枯
れ
た
状
態

で
は
タ
バ
コ
の
投
げ
入
れ
な
ど
に

よ
り
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
防
草
シ
ー
ト
設
置
や
周
辺
環
境

に
配
慮
し
た
除
草
作
業
な
ど
、
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
環
境
係

☎
82
―
5
4
9
0

●
期
日
　
12
月
3
日
（
日
）

●
会
場
　
下
仁
田
中
学
校
体
育
館

●
時
間
　
午
後
8
時
30
分
　
集
合

●
参
加
資
格
　
下
仁
田
町
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
オ
ー
プ
ン
可

●
種
目

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス（
男
子
・
女
子
）

一
般
ダ
ブ
ル
ス
（
高
校
生
・
壮
年

含
む
）

一
般
団
体
戦
（
高
校
生
以
上
）

ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト（
ラ
リ
ー
の
回
数
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

卓
球
部
　
佐
藤
斗
伸

（
工
場
）
☎
82
―
6
0
3
1

（
自
宅
）
☎
82
―
5
7
3
1

体
協
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
）

☎
82
―
2
1
1
5

　
第
54
回
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会

を
来
年
1
月
21
日
（
日
）
に
開
催

予
定
で
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
次

の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
締
切
　
12
月
4
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会

内
）

☎
82
―
2
1
1
5（
内
線
7
1
4
）

●
該
当
者
　
平
成
9
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に

出
生
し
、
下
仁
田
町
に
住
所
を
有

す
る
人
（
後
日
案
内
状
を
送
り
ま

す
。
）

※
下
仁
田
町
に
住
所
の
な
い
方

で
、
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
場
合
は
、
次
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
必
要
事
項

現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
申
し
込
み
期
限

11
月
30
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
82
―
2
1
1
5

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
時
　
平
成
30
年
1
月
7
日

（
日
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分

　
開
式
　
午
後
2
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

　
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
食

生
活
改
善
推
進
員
（
愛
称
　
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
」
の
皆
さ
ん
が
親
子

に
簡
単
な
ラ
ン
チ
を
提
供
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
子
供
と
楽

し
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
11
月
15
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
階

　
母
子
保
健
室

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

（
先
着
15
組
）

●
内
容

①
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
幼
児
食
の

試
食

②
子
供
と
一
緒
に
プ
チ
調
理
体
験

③
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
食
育
伝
達

④
参
加
親
子
の
交
流
　

●
費
用
　
材
料
費
と
し
て

保
護
者
　
4
0
0
円

子
ど
も
　
2
0
0
円
　

※
離
乳
食
の
用
意
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す

●
持
ち
物
　
あ
れ
ば
親
子
共
に
、

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
手
ふ
き

タ
オ
ル
な
ど
ご
用
意
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
推
進
係

☎
82
―
5
4
9
0

●
日
時

　平
成
29
年
12
月
14
日

（
木
）午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
会
場
　
公
民
館
3
階
大
会
議
室

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
内
容
　
音
楽
演
奏
会

●
講
師

ド
レ
ミ
音
楽
教
室 

西
村
卓
実
先
生

●
持
ち
物
　
飲
み
物
・
オ
ム
ツ
な
ど

●
費
用
　
無
料

　親
子
で
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

　
希
望
の
方
は
、
12
月
8
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
1
名

●
業
務
内
容
　
一
般
事
務
お
よ
び

ジ
オ
パ
ー
ク
や
自
然
史
館
の
運
営

に
関
す
る
業
務

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
1
月
4

日
か
ら

●
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
実
労
7

時
間
45
分
（
交
代
土
日
勤
務
有
）

●
賃
金
等
　
町
臨
時
的
任
用
職
員

賃
金
支
給
要
領
に
よ
る

●
申
込
期
限
　
平
成
29
年
11
月
20

日
（
月
）

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）

の
上
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
の
間
に
下
仁
田
町
自
然
史
館

事
務
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
面
接
日
　
別
途
連
絡
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館
　

☎
70
―
3
0
7
0

「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家

庭
内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の

相
談
に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
11
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
１
階
　

１
０
３
会
議
室

※
今
回
は
、
会
場
が
役
場
に
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住

民
係

☎
82
―
２
１
１
２

●
日
時
　
12
月
５
日
（
火
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

（
☎
82
―
２
１
１
０
総
務
課
直

通
）

　
幼
児
健
診
の
た
め
、
11
月
10
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
婚
姻
後
、
50
周
年
及
び
51
周
年
を

迎
え
た
ご
夫
婦
に
慶
祝
状
を
贈
り
、

長
寿
を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

左
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
贈
呈
式
は
12
月
に
予
定

を
し
て
お
り
、
後
日
通
知
い
た
し

ま
す
。

●
該
当
資
格

１
月
１
日
現
在
で
、
そ
の
年
に
、

婚
姻
後
50
年
・
51
年
を
迎
え
る
ご

夫
婦
。

●
締
切

平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）

後
日
、
包
括
支
援
係
か
ら
、
書
類

を
送
付
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

6月の講座の様子

お知らせ版お知らせ版

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

平
成
30
年
　
成
人
式

町
一周
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

空
き
地
の
適
正
管
理
、

お
願
い
し
ま
す

町
民
卓
球
大
会

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

か
る
が
も
広
場

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

食
育
講
座「
お
母
さ
ん
と
一緒

に
学
ぶ
た
べ
も
の
教
室
」開
催

臨
時
職
員
募
集

人
権
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

金
婚
を
お
祝
い
し
ま
す

行
政
相
談

広
報しもにた
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFOMATION

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1

（
直
通
）

　
雑
草
類
が
繁
茂
し
た
空
地
は
、

害
虫
の
発
生
や
不
法
投
棄
を
招
く

要
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
冬
場
に
立
ち
枯
れ
た
状
態

で
は
タ
バ
コ
の
投
げ
入
れ
な
ど
に

よ
り
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
防
草
シ
ー
ト
設
置
や
周
辺
環
境

に
配
慮
し
た
除
草
作
業
な
ど
、
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
環
境
係

☎
82
―
5
4
9
0

●
期
日
　
12
月
3
日
（
日
）

●
会
場
　
下
仁
田
中
学
校
体
育
館

●
時
間
　
午
後
8
時
30
分
　
集
合

●
参
加
資
格
　
下
仁
田
町
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
オ
ー
プ
ン
可

●
種
目

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス（
男
子
・
女
子
）

一
般
ダ
ブ
ル
ス
（
高
校
生
・
壮
年

含
む
）

一
般
団
体
戦
（
高
校
生
以
上
）

ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト（
ラ
リ
ー
の
回
数
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

卓
球
部
　
佐
藤
斗
伸

（
工
場
）
☎
82
―
6
0
3
1

（
自
宅
）
☎
82
―
5
7
3
1

体
協
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
）

☎
82
―
2
1
1
5

　
第
54
回
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会

を
来
年
1
月
21
日
（
日
）
に
開
催

予
定
で
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
次

の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
締
切
　
12
月
4
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会

内
）

☎
82
―
2
1
1
5（
内
線
7
1
4
）

●
該
当
者
　
平
成
9
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に

出
生
し
、
下
仁
田
町
に
住
所
を
有

す
る
人
（
後
日
案
内
状
を
送
り
ま

す
。
）

※
下
仁
田
町
に
住
所
の
な
い
方

で
、
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
場
合
は
、
次
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
必
要
事
項

現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
申
し
込
み
期
限

11
月
30
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
82
―
2
1
1
5

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
時
　
平
成
30
年
1
月
7
日

（
日
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分

　
開
式
　
午
後
2
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

　
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
食

生
活
改
善
推
進
員
（
愛
称
　
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
」
の
皆
さ
ん
が
親
子

に
簡
単
な
ラ
ン
チ
を
提
供
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
子
供
と
楽

し
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
11
月
15
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
階

　
母
子
保
健
室

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

（
先
着
15
組
）

●
内
容

①
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
幼
児
食
の

試
食

②
子
供
と
一
緒
に
プ
チ
調
理
体
験

③
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
食
育
伝
達

④
参
加
親
子
の
交
流
　

●
費
用
　
材
料
費
と
し
て

保
護
者
　
4
0
0
円

子
ど
も
　
2
0
0
円
　

※
離
乳
食
の
用
意
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す

●
持
ち
物
　
あ
れ
ば
親
子
共
に
、

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
手
ふ
き

タ
オ
ル
な
ど
ご
用
意
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
推
進
係

☎
82
―
5
4
9
0

●
日
時

　平
成
29
年
12
月
14
日

（
木
）午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
会
場
　
公
民
館
3
階
大
会
議
室

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
内
容
　
音
楽
演
奏
会

●
講
師

ド
レ
ミ
音
楽
教
室 

西
村
卓
実
先
生

●
持
ち
物
　
飲
み
物
・
オ
ム
ツ
な
ど

●
費
用
　
無
料

　親
子
で
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

　
希
望
の
方
は
、
12
月
8
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
1
名

●
業
務
内
容
　
一
般
事
務
お
よ
び

ジ
オ
パ
ー
ク
や
自
然
史
館
の
運
営

に
関
す
る
業
務

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
1
月
4

日
か
ら

●
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
実
労
7

時
間
45
分
（
交
代
土
日
勤
務
有
）

●
賃
金
等
　
町
臨
時
的
任
用
職
員

賃
金
支
給
要
領
に
よ
る

●
申
込
期
限
　
平
成
29
年
11
月
20

日
（
月
）

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）

の
上
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
の
間
に
下
仁
田
町
自
然
史
館

事
務
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
面
接
日
　
別
途
連
絡
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館
　

☎
70
―
3
0
7
0

「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家

庭
内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の

相
談
に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
11
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
１
階
　

１
０
３
会
議
室

※
今
回
は
、
会
場
が
役
場
に
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住

民
係

☎
82
―
２
１
１
２

●
日
時
　
12
月
５
日
（
火
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

（
☎
82
―
２
１
１
０
総
務
課
直

通
）

　
幼
児
健
診
の
た
め
、
11
月
10
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
婚
姻
後
、
50
周
年
及
び
51
周
年
を

迎
え
た
ご
夫
婦
に
慶
祝
状
を
贈
り
、

長
寿
を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

左
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
贈
呈
式
は
12
月
に
予
定

を
し
て
お
り
、
後
日
通
知
い
た
し

ま
す
。

●
該
当
資
格

１
月
１
日
現
在
で
、
そ
の
年
に
、

婚
姻
後
50
年
・
51
年
を
迎
え
る
ご

夫
婦
。

●
締
切

平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）

後
日
、
包
括
支
援
係
か
ら
、
書
類

を
送
付
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

6月の講座の様子

お知らせ版お知らせ版

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

平
成
30
年
　
成
人
式

町
一周
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

空
き
地
の
適
正
管
理
、

お
願
い
し
ま
す

町
民
卓
球
大
会

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

か
る
が
も
広
場

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

食
育
講
座「
お
母
さ
ん
と
一緒

に
学
ぶ
た
べ
も
の
教
室
」開
催

臨
時
職
員
募
集

人
権
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

金
婚
を
お
祝
い
し
ま
す

行
政
相
談

広
報しもにた
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SHIMONITA　INFOMATION

　
現
在
、
「
道
の
駅
し
も
に
た
」

の
再
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
パ
ー
ト
従
業

員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
意
向

や
興
味
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
☎
82
―
５

８
５
８
　
駅
長
ま
で

　
以
前
実
施
し
た
「
下
仁
田
町
の

食
と
健
康
の
調
査
」
で
は
小
学
生

と
中
学
生
の
嫌
い
な
食
べ
物
の
第

1
位
は
「
色
の
濃
い
野
菜
」
第
2

位
が
「
色
の
薄
い
野
菜
」
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
食
育
推
進
計
画
実
行

委
員
会
で
は
、
そ
ん
な
野
菜
嫌
い

を
克
服
す
る
た
め
に
、
成
功
体
験

で
き
る
、
お
ス
ス
メ
レ
シ
ピ
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
レ

シ
ピ
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会

で
審
査
の
う
え
、
食
育
イ
ベ
ン
ト

等
で
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
食
卓
に
出
し
て
い

る
、
「
こ
れ
な
ら
う
ち
の
子
食
べ

た
よ
！
」
レ
シ
ピ
を
ぜ
ひ
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
記
載
し
て
い
た
だ
く
内
容
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
応
募
内
容
記
載
事
項

①
料
理
名
　
②
氏
名
　
③
年
齢
　

④
住
所
　
⑤
電
話
番
号
　
⑥
食
材

名
と
分
量
　
⑦
作
り
方
　
⑧
調
理

時
間
　
⑨
応
募
料
理
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
等

※
様
式
に
つ
い
て
は
自
由
で
す

が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
で
応
募
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
メ
ー
ル
件
名
「
苦

手
な
野
菜
克
服
レ
シ
ピ
」
と
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り
　
12
月
11
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

〒
3
7
0
2
6
0
1
　
下
仁
田
町

大
字
下
仁
田
1
1
1
―
2

☎
82
―
5
4
9
0

℻
70
―
3
0
1
3
　

E
メ
ー
ル

healthy@
tow
n.shim

onita.lg.jp

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

使
用
者
も
　
労
働
者
も

群
馬
県
最
低
賃
金
は

●
時
間
額
　
7
8
3
円

平
成
29
年
10
月
7
日
よ
り
改
正

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
☎
0
2
7
―
8

9
6
―
4
7
3
7
）
又
は
群
馬
県

内
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
労
働
局

URL:http://gunm
a-roudoukyoku.

jsite.m
hlw
.go.jp/

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
13
日

（
月
）
か
ら
同
月
19
日
（
日
）
ま

で
の
一
週
間
を
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
」
と
し

て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
の

人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

専
用
電
話
番
号
は

全
国
共
通

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

※
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

　
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
。

　
土
曜
日
と
日
曜
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

※
通
常
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15

分
ま
で
で
す
。

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6

（
代
表
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
、
電
力
量
計
、

は
か
り
、
ガ
ソ
リ
ン
メ
ー
タ
ー
、

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
安
全
で
安
心

で
あ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
計

量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

●
相
談
日
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭

日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。
）

●
相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時

●
相
談
方
法
　
来
所
又
は
電
話

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
計
量
検
定
所

〒
3
7
9
―
2
1
5
2
　
前
橋
市

下
大
島
町
81
―
13

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
2
4
3
6

℻
0
2
7
―
2
6
3
―
3
1
4
2

　
障
害
者
が
普
通
に
地
域
で
暮
ら

し
、
地
域
の
一
員
と
し
て
共
に
生

活
で
き
る
「
共
生
社
会
」
実
現
の

理
念
の
下
、
す
べ
て
の
事
業
主
に

は
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で

障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
（
障
害
者
雇
用
率
制
度
）
。

　
こ
の
法
定
雇
用
率
が
平
成
30
年

4
月
1
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
事
業
主
の

範
囲
が
、
こ
れ
ま
で
の
従
業
員
50

人
以
上
か
ら
従
業
員
45
・
5
人
以

上
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
主
に
は
、
引

き
続
き
以
下
の
義
務
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
毎
年
6
月
1
日
時
点
の
障
害
者

雇
用
状
況
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

報
告

●
障
害
者
雇
用
の
促
進
と
継
続
を

図
る
た
め
の
「
障
害
者
雇
用
推
進

者
」
を
選
任
す
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・

ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
（
群
馬
富
岡

公
共
職
業
安
定
所
）

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
6
0
9

　
群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

●
日
時
　
平
成
29
年
12
月
6
日

（
水
）
受
付
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み

お
か
（
富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
）
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科
（
補
装

具
判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
11
月
24
日
（
金
）

●
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田

町
役
場
　
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64 

― 

8
8
0
3
（
直
通
）

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場

に
出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

自
宅
訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
里
親
と
は

　
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
愛
情
と

誠
意
を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ

る
方
を
里
親
と
い
い
ま
す
。

○
里
親
に
な
る
に
は

・
健
康
状
態
や
経
済
状
況
な
ど
に

あ
る
程
度
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ま
ず
は
児
童
相
談
所
に
相
談
し

里
親
制
度
に
つ
い
て
御
理
解
の
上

で
里
親
の
登
録
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
里
親
と
し
て
子
ど
も
を
預
か
っ

て
い
る
期
間
は
子
ど
も
の
生
活
費

や
委
託
手
当
な
ど
が
毎
月
支
払
わ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

●
中
央
児
童
相
談
所
（
前
橋
市
中
野
）

☎
0
2
7
―
2
6
1
―
1
0
0
0

●
西
部
児
童
相
談
所
（
高
崎
市
高
松
町
）

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
2
4
9
8

群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.gunm

a.jp/

）か
ら

「
里
親
制
度
の
ご
案
内
」
と
検
索

し
て
い
た
だ
く
と
制
度
の
概
要
を

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、
本
年
5
月
29
日

（
月
）
か
ら
、
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
提
出
さ
れ
た

戸
籍
な
ど
の
書
類
を
基
に
、
法
定

相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
法
務

局
が
確
認
し
て
対
外
的
に
証
明
す

る
も
の
で
す
。

　
法
務
局
に
戸
除
籍
謄
本
等
の
束

を
提
出
し
、
併
せ
て
相
続
関
係
を

一
覧
に
表
し
た
図
（
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
）
を
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に

認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で

交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
証
明
書
は
、
相
続
登
記
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
融
機
関
等

に
お
け
る
預
金
の
払
戻
手
続
な
ど

に
も
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

金
融
機
関
ご
と
に
行
う
相
続
手
続

に
つ
い
て
戸
除
籍
謄
本
等
の
束
を

何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な

り
、
非
常
に
便
利
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
富
岡
支
局

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
4
0
4

　　　　　　　　　　
現行
　　平成30年

　　　　　　　　　　　　　 4月1日以降

民 　 間 　 企 　 業　2.0％　　 2.2％

国、地方公共団体等　2.3％　　 2.5％

都道府県教育委員会　2.2％　　 2.4％

里
親
募
集
の
お
知
ら
せ

お知らせ版お知らせ版

「
道
の
駅
し
も
に
た
」

パ
ー
ト
募
集

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

群
馬
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

11
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

身
体
障
害
者
及
び
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
へ

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

に
つ
い
て

苦
手
な
野
菜
克
服
レ
シ
ピ

募
集
し
ま
す
！

広
報しもにた
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現
在
、
「
道
の
駅
し
も
に
た
」

の
再
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
パ
ー
ト
従
業

員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
意
向

や
興
味
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
☎
82
―
５

８
５
８
　
駅
長
ま
で

　
以
前
実
施
し
た
「
下
仁
田
町
の

食
と
健
康
の
調
査
」
で
は
小
学
生

と
中
学
生
の
嫌
い
な
食
べ
物
の
第

1
位
は
「
色
の
濃
い
野
菜
」
第
2

位
が
「
色
の
薄
い
野
菜
」
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
食
育
推
進
計
画
実
行

委
員
会
で
は
、
そ
ん
な
野
菜
嫌
い

を
克
服
す
る
た
め
に
、
成
功
体
験

で
き
る
、
お
ス
ス
メ
レ
シ
ピ
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
レ

シ
ピ
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会

で
審
査
の
う
え
、
食
育
イ
ベ
ン
ト

等
で
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
食
卓
に
出
し
て
い

る
、
「
こ
れ
な
ら
う
ち
の
子
食
べ

た
よ
！
」
レ
シ
ピ
を
ぜ
ひ
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
記
載
し
て
い
た
だ
く
内
容
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
応
募
内
容
記
載
事
項

①
料
理
名
　
②
氏
名
　
③
年
齢
　

④
住
所
　
⑤
電
話
番
号
　
⑥
食
材

名
と
分
量
　
⑦
作
り
方
　
⑧
調
理

時
間
　
⑨
応
募
料
理
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
等

※
様
式
に
つ
い
て
は
自
由
で
す

が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
で
応
募
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
メ
ー
ル
件
名
「
苦

手
な
野
菜
克
服
レ
シ
ピ
」
と
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り
　
12
月
11
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

〒
3
7
0
2
6
0
1
　
下
仁
田
町

大
字
下
仁
田
1
1
1
―
2

☎
82
―
5
4
9
0

℻
70
―
3
0
1
3
　

E
メ
ー
ル

healthy@
tow
n.shim

onita.lg.jp

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

使
用
者
も
　
労
働
者
も

群
馬
県
最
低
賃
金
は

●
時
間
額
　
7
8
3
円

平
成
29
年
10
月
7
日
よ
り
改
正

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
☎
0
2
7
―
8

9
6
―
4
7
3
7
）
又
は
群
馬
県

内
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
労
働
局

URL:http://gunm
a-roudoukyoku.

jsite.m
hlw
.go.jp/

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
13
日

（
月
）
か
ら
同
月
19
日
（
日
）
ま

で
の
一
週
間
を
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
」
と
し

て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
の

人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

専
用
電
話
番
号
は

全
国
共
通

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

※
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

　
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
。

　
土
曜
日
と
日
曜
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

※
通
常
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15

分
ま
で
で
す
。

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6

（
代
表
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
、
電
力
量
計
、

は
か
り
、
ガ
ソ
リ
ン
メ
ー
タ
ー
、

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
安
全
で
安
心

で
あ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
計

量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

●
相
談
日
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭

日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。
）

●
相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時

●
相
談
方
法
　
来
所
又
は
電
話

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
計
量
検
定
所

〒
3
7
9
―
2
1
5
2
　
前
橋
市

下
大
島
町
81
―
13

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
2
4
3
6

℻
0
2
7
―
2
6
3
―
3
1
4
2

　
障
害
者
が
普
通
に
地
域
で
暮
ら

し
、
地
域
の
一
員
と
し
て
共
に
生

活
で
き
る
「
共
生
社
会
」
実
現
の

理
念
の
下
、
す
べ
て
の
事
業
主
に

は
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で

障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
（
障
害
者
雇
用
率
制
度
）
。

　
こ
の
法
定
雇
用
率
が
平
成
30
年

4
月
1
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
事
業
主
の

範
囲
が
、
こ
れ
ま
で
の
従
業
員
50

人
以
上
か
ら
従
業
員
45
・
5
人
以

上
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
主
に
は
、
引

き
続
き
以
下
の
義
務
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
毎
年
6
月
1
日
時
点
の
障
害
者

雇
用
状
況
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

報
告

●
障
害
者
雇
用
の
促
進
と
継
続
を

図
る
た
め
の
「
障
害
者
雇
用
推
進

者
」
を
選
任
す
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・

ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
（
群
馬
富
岡

公
共
職
業
安
定
所
）

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
6
0
9

　
群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

●
日
時
　
平
成
29
年
12
月
6
日

（
水
）
受
付
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み

お
か
（
富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
）
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科
（
補
装

具
判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
11
月
24
日
（
金
）

●
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田

町
役
場
　
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64 

― 

8
8
0
3
（
直
通
）

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場

に
出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

自
宅
訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
里
親
と
は

　
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
愛
情
と

誠
意
を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ

る
方
を
里
親
と
い
い
ま
す
。

○
里
親
に
な
る
に
は

・
健
康
状
態
や
経
済
状
況
な
ど
に

あ
る
程
度
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ま
ず
は
児
童
相
談
所
に
相
談
し

里
親
制
度
に
つ
い
て
御
理
解
の
上

で
里
親
の
登
録
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
里
親
と
し
て
子
ど
も
を
預
か
っ

て
い
る
期
間
は
子
ど
も
の
生
活
費

や
委
託
手
当
な
ど
が
毎
月
支
払
わ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

●
中
央
児
童
相
談
所
（
前
橋
市
中
野
）

☎
0
2
7
―
2
6
1
―
1
0
0
0

●
西
部
児
童
相
談
所
（
高
崎
市
高
松
町
）

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
2
4
9
8

群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.gunm

a.jp/

）か
ら

「
里
親
制
度
の
ご
案
内
」
と
検
索

し
て
い
た
だ
く
と
制
度
の
概
要
を

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、
本
年
5
月
29
日

（
月
）
か
ら
、
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
提
出
さ
れ
た

戸
籍
な
ど
の
書
類
を
基
に
、
法
定

相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
法
務

局
が
確
認
し
て
対
外
的
に
証
明
す

る
も
の
で
す
。

　
法
務
局
に
戸
除
籍
謄
本
等
の
束

を
提
出
し
、
併
せ
て
相
続
関
係
を

一
覧
に
表
し
た
図
（
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
）
を
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に

認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で

交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
証
明
書
は
、
相
続
登
記
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
融
機
関
等

に
お
け
る
預
金
の
払
戻
手
続
な
ど

に
も
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

金
融
機
関
ご
と
に
行
う
相
続
手
続

に
つ
い
て
戸
除
籍
謄
本
等
の
束
を

何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な

り
、
非
常
に
便
利
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
富
岡
支
局

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
4
0
4

　　　　　　　　　　
現行
　　平成30年

　　　　　　　　　　　　　 4月1日以降

民 　 間 　 企 　 業　2.0％　　 2.2％

国、地方公共団体等　2.3％　　 2.5％

都道府県教育委員会　2.2％　　 2.4％

里
親
募
集
の
お
知
ら
せ

お知らせ版お知らせ版

「
道
の
駅
し
も
に
た
」

パ
ー
ト
募
集

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

群
馬
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

11
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

身
体
障
害
者
及
び
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
へ

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

に
つ
い
て

苦
手
な
野
菜
克
服
レ
シ
ピ

募
集
し
ま
す
！

広
報しもにた
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SHIMONITA　INFOMATION

　山
野
に
自
生
す
る
野
生
き
の
こ

は
、
有
毒
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
っ
た
り
、

食
べ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
野
生
き
の
こ
は
放
射
性

物
質
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

流
通
・
販
売
す
る
際
の
注
意
事
項

・
出
荷
制
限
等
の
指
示
が
さ
れ
て

い
る
地
域
で
採
取
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
放
射
性
物
質
が
基
準

値
以
下
で
あ
っ
て
も
、
流
通
・
販

売
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
出
荷
制
限
等
が
指
示
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
採
取
し
た
場
合
も
、

必
ず
放
射
性
物
質
の
検
査
を
し
て

基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
森
林
事
務
所

　林
業
緑
化
係

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
5
3
5

●
人
権
教
育
・
啓
発
講
演
会

日
時
　12
月
2
日
（
土
）
午
後
2

時
〜
午
後
3
時
30
分
（
午
後
1
時

開
場
）

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

演
題
　「
ダ
ブ
ル
ハ
ッ
ピ
ネ
ス

　

辛
さ
が
2
倍
な
ら
楽
し
さ
も
2

倍
！
誰
も
が
抱
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の

「
生
き
づ
ら
さ
」
を
乗
り
越
え
る

ヒ
ン
ト
」

講
師
　杉
山
文
野
さ
ん

入
場
料
　無
料

そ
の
他
　手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す

●
関
連
行
事
　午
後
1
時
30
分
〜

午
後
2
時

・
第
14
回
小
学
校
人
権
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

・
第
37
回
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
富
岡
市
優
秀
作
品
朗
読

●
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
展
示

展
示
期
間
　12
月
2
日
（
土
）
〜

10
日
（
日
）
※
休
館
日
（
月
曜

日
）
を
除
く
。

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
役
所
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
3
6
2

　J
ア
ラ
ー
ト
及
び
緊
急
地
震
速

報
の
訓
練
が
下
記
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

　町
防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。　こ

れ
ら
の
訓
練
は
、
情
報
伝
達

が
正
常
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
定
期

的
に
確
認
す
る
た
め
の
導
通
試
験

で
、
J
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

毎
月
1
回
（
第
4
水
曜
日
午
後
2

時
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
一
斉
緊
急
地
震
速
報
訓
練

　11
月
1
日
（
水
）
午
前
10
時

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
伝
達
訓
練

　11
月
14
日
（
火
）
午
前
11
時

J
ア
ラ
ー
ト
定
期
情
報
伝
達
訓
練

　11
月
22
日
（
水
）
午
後
2
時

※
た
だ
し
、
気
象
状
況
等
に
よ

り
、
急
遽
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
期
日
　11
月
3
日
（
金
・
祝
）

●
会
場
　群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ
ン

パ
ス
（
前
橋
市
昭
和
町
）

●
内
容
　

○
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
見
学
会

●
時
間
　午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
内
容
　重
粒
子
線
が
ん
治
療
施

設
内
の
機
器
な
ど
の
見
学
、
治
療

室
や
加
速
器
室
で
は
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
説
明
。

○
重
粒
子
線
説
明
会

●
時
間
　午
前
11
時
〜
／
午
後
1

時
30
分
〜

●
内
容
　医
師
に
よ
る
重
粒
子
線

が
ん
治
療
に
関
す
る
説
明
。

●
費
用
　無
料

●
申
し
込
み
方
法
　当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
20
人
以
上
の
団
体
と
な
る
場
合

は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
そ
の
他

詳
細
は
、
群
馬
大
学
重
粒
子
線
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://heavy-ion.show
a.gunm

a-u.
ac.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
大
学
昭
和
地
区
事
務
部
総
務
課

☎
0
2
7
―
2
2
0
―
7
8
9
5

　今
回
で
3
度
目
の
開
催
と
な
る

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ト
ミ
オ
カ

2
0
1
7
」
は
、
作
品
展
を
と
お
し

て
多
く
の
方
々
に
様
々
な
障
害
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

創
作
活
動
の
感
動
や
喜
び
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
芸
術
作
品
展
覧
会
　
　
　
　

富
岡
市
立
美
術
館
　市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

日
時
　11
月
18
日（
土
）〜
11
月
23

日（
木
・
祝
）※
11
月
20
日
休
館
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
絵
画
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

富
岡
市
立
美
術
館
　創
作
室

日
時
　11
月
18
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

内
容
　チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

●
主
催
　富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ
先

相
談
支
援
事
業
所
・
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

☎
0
2
7
4
―
89
―
2
0
1
4

℻
0
2
7
4
―
67
―
1
1
0
4

●
日
時
　11
月
18
日
（
土
）
午
後

2
時
〜
午
後
3
時
30
分
（
開
場
午

後
1
時
30
分
）

●
会
場
　群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
市
文
京
町
2
―
20
―
22
）

●
講
師
　山
根 

基
世 

氏
（
元 

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
長
）

●
費
用
　無
料

●
申
込
み
方
法

　氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人

　群
馬
い
の
ち
の

電
話
事
務
局

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
1
8
8
0

（
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　土
日

祝
は
お
休
み
）

℻
0
2
7
―
2
2
0
―
5
6
6
6

　さ
く
ら
の
里
で
は
、
秋
に
も
花

が
咲
く
十
月
桜
、
冬
桜
な
ど
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
妙
義
山
（
金
洞
山
）
を

背
景
に
モ
ミ
ジ
・
カ
エ
デ
類
な
ど

木
々
の
秋
色
も
楽
し
め
ま
す
。

　そ
こ
で
、
群
馬
県
森
林
・
緑
整

備
基
金
で
は
「
秋
の
写
真
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　平
成
29
年
11
月
5
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
現
地
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

●
集
合
場
所
　県
立
森
林
公
園「
さ

く
ら
の
里
」
中
央
園
地
駐
車
場

●
講
師
　飯
田
秀
雄
先
生

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
家
協
会

（
J
・
P
・
S
）
会
員

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
協
会

（
P
・
S
・
J
）
会
員

●
定
員
　20
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　2
0
0
円
（
保
険
代

金
等
含
む
）

●
用
意
す
る
も
の
　カ
メ
ラ
、
三

脚
、
弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
等

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　電
話
又
は
F
A
X
に
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際
は
、
必

ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
及
び
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
群
馬
県
森
林
・
緑
整
備
基
金
】

☎
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
1

℻
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
2

●
申
込
受
付
　10
月
5
日（
木
）〜

※
土
日
祭
日
を
除
く

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
迄

※
荒
天
の
場
合
、
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
当
日
連
絡
　『
さ
く
ら
の
里
』

管
理
事
務
所
（
甘
楽
郡
下
仁
田
町

大
字
上
小
坂
1
2
5
8
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
4
0
0

●
趣
旨

　富
士
山
と
駿
河
湾
の
展

望
を
楽
し
み
な
が
ら
西
伊
豆
稜
線
沿

い
の
遊
歩
道
を
、
散
策
し
、
歩
く
仲

間
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
通
し
て
心
身
の
健
康
づ
く
り

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
主
催
　（
下
仁
田
町
体
育
協
会

ウ
ォ
ー
ク
部
）
下
仁
田
歩
く
会

●
期
日
　11
月
19
日
（
日
）

●
集
合
出
発
　下
仁
田
町
役
場

　

午
前
5
時
集
合
出
発

下
仁
田
町
役
場
＝
道
の
駅
し
も
に

た
＝
下
仁
田
I
C
＝
関
越
自
動
車

道
＝
圏
央
道
＝
東
名
高
速
沼
津

I
C
＝
伊
豆
縦
貫
道
＝
修
善
寺
道

路
＝
西
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　帰

路
（
往
路
に
同
じ
）

●
歩
行
コ
ー
ス
　達
磨
山
高
原
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス

　戸
田
峠

　達
磨
山

土
肥
駐
車
場

　船
原
峠

●
歩
行
時
間
　3
時
間
（
雨
天
時

は
、
観
光
地
の
ス
ポ
ッ
ト
見
学
と

な
り
ま
す
。
）

●
募
集
人
員
　25
人

●
参
加
資
格
　年
齢
・
性
別
を
問

わ
ず
健
康
な
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
と
す
る
。
）

●
参
加
料
　大
人
5
、5
0
0
円
、

子
供（
小
学
生
以
下
）4
、0
0
0
円

※
参
加
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

参
加
料
を
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。

●
参
加
申
込
　平
成
29
年
11
月
10

日
ま
で
に
、
電
話
1
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
、
当
日

払
込
み
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
問
合
先
　〒
3
7
0
―
2

6
0
1

　下
仁
田
町
大
字
吉
崎
1

8
4
―
2

　桜
井
栄
信

☎
0
9
0
―
7
2
7
8
―
4
4
9
4

●
免
責
範
囲
　参
加
者
は
万
全
な

健
康
の
も
と
に
参
加
す
る
こ
と
、

万
一
事
故
、
病
気
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
出
来
る
範
囲
内
の
応
急
処

置
以
外
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま

す
。
（
旅
行
保
険
対
象
）

●
持
参
品

　昼
食
、
雨
具
、
帽

子
、
防
風
・
防
寒
衣
、
健
康
保
険

証
、
な
ど
。

●
雨
天
決
行
　荒
天
以
外
は
、
予

定
通
り
実
施
し
ま
す
。

さ
く
ら
の
里

秋
の
写
真
教
室

社
会
福
祉
法
人「
群
馬
い
の
ち
の
電
話
」

公
開
講
座

こ
こ
ろ
の
声
を「
聴
く
力
」

ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト

ト
ミ
オ
カ
　
2
0
1
7

甘
楽
富
岡
地
域
の
障
害
者
の
方
の

作
品
展
覧
会

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

人
権
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
in

と
み
お
か

野
生
き
の
こ
類
の

安
全
確
認
に
つ
い
て

群
馬
大
学
重
粒
子
線
が
ん

治
療
施
設
見
学
会
、

重
粒
子
線
説
明
会

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）及
び
緊
急
地
震
速

報
訓
練
に
つ
い
て

広
報しもにた

西
伊
豆
山
稜
　
達
磨
山

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
募
集
の
ご
案
内
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SHIMONITA　INFOMATION

　山
野
に
自
生
す
る
野
生
き
の
こ

は
、
有
毒
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
っ
た
り
、

食
べ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
野
生
き
の
こ
は
放
射
性

物
質
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

流
通
・
販
売
す
る
際
の
注
意
事
項

・
出
荷
制
限
等
の
指
示
が
さ
れ
て

い
る
地
域
で
採
取
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
放
射
性
物
質
が
基
準

値
以
下
で
あ
っ
て
も
、
流
通
・
販

売
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
出
荷
制
限
等
が
指
示
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
採
取
し
た
場
合
も
、

必
ず
放
射
性
物
質
の
検
査
を
し
て

基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
森
林
事
務
所

　林
業
緑
化
係

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
5
3
5

●
人
権
教
育
・
啓
発
講
演
会

日
時
　12
月
2
日
（
土
）
午
後
2

時
〜
午
後
3
時
30
分
（
午
後
1
時

開
場
）

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

演
題
　「
ダ
ブ
ル
ハ
ッ
ピ
ネ
ス

　

辛
さ
が
2
倍
な
ら
楽
し
さ
も
2

倍
！
誰
も
が
抱
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の

「
生
き
づ
ら
さ
」
を
乗
り
越
え
る

ヒ
ン
ト
」

講
師
　杉
山
文
野
さ
ん

入
場
料
　無
料

そ
の
他
　手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す

●
関
連
行
事
　午
後
1
時
30
分
〜

午
後
2
時

・
第
14
回
小
学
校
人
権
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

・
第
37
回
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
富
岡
市
優
秀
作
品
朗
読

●
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
展
示

展
示
期
間
　12
月
2
日
（
土
）
〜

10
日
（
日
）
※
休
館
日
（
月
曜

日
）
を
除
く
。

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
役
所
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
3
6
2

　J
ア
ラ
ー
ト
及
び
緊
急
地
震
速

報
の
訓
練
が
下
記
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

　町
防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。　こ

れ
ら
の
訓
練
は
、
情
報
伝
達

が
正
常
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
定
期

的
に
確
認
す
る
た
め
の
導
通
試
験

で
、
J
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

毎
月
1
回
（
第
4
水
曜
日
午
後
2

時
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
一
斉
緊
急
地
震
速
報
訓
練

　11
月
1
日
（
水
）
午
前
10
時

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
伝
達
訓
練

　11
月
14
日
（
火
）
午
前
11
時

J
ア
ラ
ー
ト
定
期
情
報
伝
達
訓
練

　11
月
22
日
（
水
）
午
後
2
時

※
た
だ
し
、
気
象
状
況
等
に
よ

り
、
急
遽
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
期
日
　11
月
3
日
（
金
・
祝
）

●
会
場
　群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ
ン

パ
ス
（
前
橋
市
昭
和
町
）

●
内
容
　

○
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
見
学
会

●
時
間
　午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
内
容
　重
粒
子
線
が
ん
治
療
施

設
内
の
機
器
な
ど
の
見
学
、
治
療

室
や
加
速
器
室
で
は
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
説
明
。

○
重
粒
子
線
説
明
会

●
時
間
　午
前
11
時
〜
／
午
後
1

時
30
分
〜

●
内
容
　医
師
に
よ
る
重
粒
子
線

が
ん
治
療
に
関
す
る
説
明
。

●
費
用
　無
料

●
申
し
込
み
方
法
　当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
20
人
以
上
の
団
体
と
な
る
場
合

は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
そ
の
他

詳
細
は
、
群
馬
大
学
重
粒
子
線
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://heavy-ion.show
a.gunm

a-u.
ac.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
大
学
昭
和
地
区
事
務
部
総
務
課

☎
0
2
7
―
2
2
0
―
7
8
9
5

　今
回
で
3
度
目
の
開
催
と
な
る

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ト
ミ
オ
カ

2
0
1
7
」
は
、
作
品
展
を
と
お
し

て
多
く
の
方
々
に
様
々
な
障
害
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

創
作
活
動
の
感
動
や
喜
び
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
芸
術
作
品
展
覧
会
　
　
　
　

富
岡
市
立
美
術
館
　市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

日
時
　11
月
18
日（
土
）〜
11
月
23

日（
木
・
祝
）※
11
月
20
日
休
館
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
絵
画
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

富
岡
市
立
美
術
館
　創
作
室

日
時
　11
月
18
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

内
容
　チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

●
主
催
　富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ
先

相
談
支
援
事
業
所
・
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

☎
0
2
7
4
―
89
―
2
0
1
4

℻
0
2
7
4
―
67
―
1
1
0
4

●
日
時
　11
月
18
日
（
土
）
午
後

2
時
〜
午
後
3
時
30
分
（
開
場
午

後
1
時
30
分
）

●
会
場
　群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
市
文
京
町
2
―
20
―
22
）

●
講
師
　山
根 

基
世 

氏
（
元 

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
長
）

●
費
用
　無
料

●
申
込
み
方
法

　氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人

　群
馬
い
の
ち
の

電
話
事
務
局

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
1
8
8
0

（
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　土
日

祝
は
お
休
み
）

℻
0
2
7
―
2
2
0
―
5
6
6
6

　さ
く
ら
の
里
で
は
、
秋
に
も
花

が
咲
く
十
月
桜
、
冬
桜
な
ど
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
妙
義
山
（
金
洞
山
）
を

背
景
に
モ
ミ
ジ
・
カ
エ
デ
類
な
ど

木
々
の
秋
色
も
楽
し
め
ま
す
。

　そ
こ
で
、
群
馬
県
森
林
・
緑
整

備
基
金
で
は
「
秋
の
写
真
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　平
成
29
年
11
月
5
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
現
地
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

●
集
合
場
所
　県
立
森
林
公
園「
さ

く
ら
の
里
」
中
央
園
地
駐
車
場

●
講
師
　飯
田
秀
雄
先
生

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
家
協
会

（
J
・
P
・
S
）
会
員

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
協
会

（
P
・
S
・
J
）
会
員

●
定
員
　20
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　2
0
0
円
（
保
険
代

金
等
含
む
）

●
用
意
す
る
も
の
　カ
メ
ラ
、
三

脚
、
弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
等

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　電
話
又
は
F
A
X
に
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際
は
、
必

ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
及
び
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
群
馬
県
森
林
・
緑
整
備
基
金
】

☎
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
1

℻
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
2

●
申
込
受
付
　10
月
5
日（
木
）〜

※
土
日
祭
日
を
除
く

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
迄

※
荒
天
の
場
合
、
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
当
日
連
絡
　『
さ
く
ら
の
里
』

管
理
事
務
所
（
甘
楽
郡
下
仁
田
町

大
字
上
小
坂
1
2
5
8
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
4
0
0

●
趣
旨

　富
士
山
と
駿
河
湾
の
展

望
を
楽
し
み
な
が
ら
西
伊
豆
稜
線
沿

い
の
遊
歩
道
を
、
散
策
し
、
歩
く
仲

間
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
通
し
て
心
身
の
健
康
づ
く
り

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
主
催
　（
下
仁
田
町
体
育
協
会

ウ
ォ
ー
ク
部
）
下
仁
田
歩
く
会

●
期
日
　11
月
19
日
（
日
）

●
集
合
出
発
　下
仁
田
町
役
場

　

午
前
5
時
集
合
出
発

下
仁
田
町
役
場
＝
道
の
駅
し
も
に

た
＝
下
仁
田
I
C
＝
関
越
自
動
車

道
＝
圏
央
道
＝
東
名
高
速
沼
津

I
C
＝
伊
豆
縦
貫
道
＝
修
善
寺
道

路
＝
西
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　帰

路
（
往
路
に
同
じ
）

●
歩
行
コ
ー
ス
　達
磨
山
高
原
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス

　戸
田
峠

　達
磨
山

土
肥
駐
車
場

　船
原
峠

●
歩
行
時
間
　3
時
間
（
雨
天
時

は
、
観
光
地
の
ス
ポ
ッ
ト
見
学
と

な
り
ま
す
。
）

●
募
集
人
員
　25
人

●
参
加
資
格
　年
齢
・
性
別
を
問

わ
ず
健
康
な
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
と
す
る
。
）

●
参
加
料
　大
人
5
、5
0
0
円
、

子
供（
小
学
生
以
下
）4
、0
0
0
円

※
参
加
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

参
加
料
を
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。

●
参
加
申
込
　平
成
29
年
11
月
10

日
ま
で
に
、
電
話
1
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
、
当
日

払
込
み
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
問
合
先
　〒
3
7
0
―
2

6
0
1

　下
仁
田
町
大
字
吉
崎
1

8
4
―
2

　桜
井
栄
信

☎
0
9
0
―
7
2
7
8
―
4
4
9
4

●
免
責
範
囲
　参
加
者
は
万
全
な

健
康
の
も
と
に
参
加
す
る
こ
と
、

万
一
事
故
、
病
気
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
出
来
る
範
囲
内
の
応
急
処

置
以
外
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま

す
。
（
旅
行
保
険
対
象
）

●
持
参
品

　昼
食
、
雨
具
、
帽

子
、
防
風
・
防
寒
衣
、
健
康
保
険

証
、
な
ど
。

●
雨
天
決
行
　荒
天
以
外
は
、
予

定
通
り
実
施
し
ま
す
。

さ
く
ら
の
里

秋
の
写
真
教
室

社
会
福
祉
法
人「
群
馬
い
の
ち
の
電
話
」

公
開
講
座

こ
こ
ろ
の
声
を「
聴
く
力
」

ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト

ト
ミ
オ
カ
　
2
0
1
7

甘
楽
富
岡
地
域
の
障
害
者
の
方
の

作
品
展
覧
会

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

人
権
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
in

と
み
お
か

野
生
き
の
こ
類
の

安
全
確
認
に
つ
い
て

群
馬
大
学
重
粒
子
線
が
ん

治
療
施
設
見
学
会
、

重
粒
子
線
説
明
会

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）及
び
緊
急
地
震
速

報
訓
練
に
つ
い
て

広
報しもにた

西
伊
豆
山
稜
　
達
磨
山

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
募
集
の
ご
案
内
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
峡
庭
辺
の
百
日
紅
咲
き
茜
射
す

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
嬰
児
や
先
祖
集
い
て
祝
う
秋

　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
里
の
秋
歌
え
ば
涙
ホ
ロ
リ
ホ
ロ
リ
と

　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
風
吹
け
ば
白
く
波
立
つ
枯
れ
尾
花

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
面
影
の
残
る
る
と
言
は
る
も
現
身
は
八
十
路
を
む
か
へ
時
は
流
れ
り

　（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
母
精
の
無
花
果
甘
き
齒
に
触
れ
て
小
さ
き
秋
行
く
う
ら
う
ら
と
暮
る
（
富

　岡
）

　

  

佐
藤

　政
代

■
敬
老
に
歌
集
届
き
て
老
一
人
幼
期
偲
び
て
全
声
歌
す   

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
尾
根
か
ら
の
木
々
の
色
づ
き
風
穴
へ
名
代
の
も
み
じ
も
除
々
に
赤
色
（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

せ

い

む

ま
か

わ
れ

は
や

か
ね
た
た
き

あ
か
ね

さ

や
そ
じ

う
つ
し
み

い
ち
ぢ
く

ふ

み
な

【
荒
船
俳
句
会
十
月
句
会
報
】

■
白
壁
を
包
む
が
ご
と
く
蔦
も
み
じ

　　　　　　　勇

　宝

■
踊
り
待
つ
吾
は
旅
人
風
の
盆

　　　　　　　　　　淑

　江

■
夜
径
急
く
す
が
る
ご
と
く
に
ち
ち
ろ
鳴
く

　　政

　子

■
不
器
用
を
老
い
の
所
為
と
し
栗
を
剥
く

　　　まち
子

■
灯
を
消
し
て
ち
ち
ろ
に
闇
を
任
せ
を
く

　　　　敏

　彦

■
晩
年
の
吾
囃
す
か
に
鉦
叩

　　　　　　　　　　　　光

　子

9月に入った新刊図書は次のとおりです。　新刊図書情報
著者名

高橋洋一

柚木麻子

宮部みゆき

柚木麻子

今泉忠明

東野圭吾

鳥羽 亮

トレーシー・カチロー

弘兼憲史

著者名

佐伯泰英

上田秀人

上田秀人

上田秀人

鈴木英治

麻倉一矢

麻倉一矢

辻堂 魁

赤川次郎

原田マハ

岡本千紘

書名

大手新聞･テレビが報道できない「官僚」の真実

ＢＵＴＴＥＲ

この世の春 上下

さらさら流る

続 ざんねんないきもの図鑑

マスカレード・ナイト

八丁堀吟味帳 鬼彦組激闘編 暗闘七人

古布に魅せられた暮らし

最高の子育てベスト55

古希に乾杯!ヨレヨレ人生も、また楽し

いちばんよくわかる新・きもりリメイク術

書名

にらみ 新・古着屋総兵衛 第14巻

奏者番陰記録 遠望

町奉行内与力奮闘記5　宣戦の烽

関所物奉行　裏帳合1

手習重兵衛 天狗変

将軍の影法師 葵慎之介　修羅

剣客大名柳生俊平7　将軍の秘姫

風の市兵衛19　遠き潮騒

牡丹色のウエストポーチ

旅屋おかえり

先生！ すきになってもいいですか 映画ノベライズ

平成29年
11月1日発行
404号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
下
仁
田
学
と
は
、
８
月
か
ら
始

ま
っ
た
地
域
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
そ
の
講
座
の
中
か
ら
、
町
の
皆

様
に
公
開
講
座
を
提
供
し
ま
す
。

　
今
回
の
講
師
は
、
群
馬
の
地
域

学
に
精
通
し
、
ま
た
上
野
三
碑
の

解
説
な
ど
多
数
の
執
筆
し
て
い
る

熊
倉
先
生
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。

◇
日

　時
　
11
月
19
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
３
時
30
分

◇
会

　場
　
下
仁
田
町
公
民
館
大

会
議
室

◇
演

　題
　
群
馬
学
か
ら
見
た
下

仁
田
町
の
価
値

◇
内

　容
　
日
本
の
な
か
の
下
仁

田
の
価
値
（
高
橋
道
斎
・
ネ
ギ
と

コ
ン
ニ
ャ
ク
・
ジ
オ
パ
ー
ク
・
荒

船
風
穴
・
神
津
牧
場
な
ど
）
を
話

し
ま
す
。

◇
講

　師
　
群
馬
県
立
女
子
大
学

教
授
　
熊
倉
浩
靖
　
先
生

●
専
門
分
野
　
日
本
古
代
史
、
行

政
評
価
、
地
域
づ
く
り

●
担
当
科
目
　
群
馬
学
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

●
研
究
課
題
　
上
毛
か
る
た
、
上

野
三
碑
、
古
代
東
国
史
等

●
社
会
活
動
　
地
域
活
性
化
伝
道

師
（
内
閣
官
房
）
、
環
境
省
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
群
馬
県
文
化
審

議
会
委
員
、
上
野
三
碑
世
界
記
憶

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
委
員
　
ほ

か◇
受
講
料
　
無
料

◇
申
込
み
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
☎
82―

３
５
３
５

※
当
日
参
加
可
。

　
石
鹸
を
彫
刻
し
て
、
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
り

ま
す
。

　
す
て
き
な
香
り
の
置
物
に
な
り

ま
す
。

◇
期
　日
　 

12
月
４
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◇
場

　所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
大
会
議
室

◇
対
　象
　
成
　
人

◇
定
　員
　
15
名

◇
講

　師
　
佐
藤
泰
子
先
生
（
伊
勢

崎
市
）

◇
作

　品
　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
ク

リ
ス
マ
ス
飾
り

◇
費
　用
　
１
、
５
０
０
円

◇
用
意
す
る
も
の
　
カ
ー
ビ
ン
グ

ナ
イ
フ
（
持
っ
て
い
る
方
）

◇
申
込
日
　
11
月
１
日
（
水
）
〜

24
日
（
金
）

◇
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田
町

公
民
館
☎
82―

３
５
３
５

　
年
越
し
に
、
自
分
で
打
っ
た
そ

ば
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
ば

打
ち
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
様
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日

　時
　
12
月
14
日
（
木
）
午

前
９
時
〜

◇
場

　所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

２
階
栄
養
学
習
室

◇
対
　象
　
成
人

◇
定
　員
　
12
名
（
先
着
順
）

◇
講

　師
　
中
澤
一
夫
先
生
（
西

牧
）

「
下
仁
田
学
」公
開
講
座

「
下
仁
田
学
」公
開
講
座

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
の

ご
案
内

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
の

ご
案
内

「
年
越
し
そ
ば
教
室
」の

ご
案
内

「
年
越
し
そ
ば
教
室
」の

ご
案
内

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

◇
材
料
費
　
７
０
０
円

◇
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
１
本

◇
募
　集
　
11
月
１
日
（
水
）
〜

◇
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
　
下
仁

田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

　
11
月
11
日
（
土
）
〜
13
日

（
月
）
の
３
日
間
、
第
38
回
町
民

文
化
祭
作
品
展
示
会
が
、
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
１
年
間
で
、
文
化
協
会

会
員
の
み
な
さ
ん
や
町
民
の
方
々

が
制
作
し
た
絵
画
、
写
真
、
手

芸
、
書
な
ど
、
様
々
な
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で

心
が
和
む
よ
う
な
作
品
や
素
晴
ら

し
い
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
11

日
（
土
）
に
は
、
下
仁
田
茶
道
会

に
よ
る
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◇
期
日
　
11
月
11
日
（
土
）
〜
13

日
（
月
）

◇
時
間
　
11
日
・
12
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
、
13
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 公民館だより公民館だより
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報しもにた

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
峡
庭
辺
の
百
日
紅
咲
き
茜
射
す

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
嬰
児
や
先
祖
集
い
て
祝
う
秋

　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
里
の
秋
歌
え
ば
涙
ホ
ロ
リ
ホ
ロ
リ
と

　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
風
吹
け
ば
白
く
波
立
つ
枯
れ
尾
花

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
面
影
の
残
る
る
と
言
は
る
も
現
身
は
八
十
路
を
む
か
へ
時
は
流
れ
り

　（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
母
精
の
無
花
果
甘
き
齒
に
触
れ
て
小
さ
き
秋
行
く
う
ら
う
ら
と
暮
る
（
富

　岡
）

　
  

佐
藤

　政
代

■
敬
老
に
歌
集
届
き
て
老
一
人
幼
期
偲
び
て
全
声
歌
す   

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　

  
田
村

　久
江

■
尾
根
か
ら
の
木
々
の
色
づ
き
風
穴
へ
名
代
の
も
み
じ
も
除
々
に
赤
色
（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

せ

い

む

ま
か

わ
れ

は
や

か
ね
た
た
き

あ
か
ね

さ

や
そ
じ

う
つ
し
み

い
ち
ぢ
く

ふ

み
な

【
荒
船
俳
句
会
十
月
句
会
報
】

■
白
壁
を
包
む
が
ご
と
く
蔦
も
み
じ

　　　　　　　勇

　宝

■
踊
り
待
つ
吾
は
旅
人
風
の
盆

　　　　　　　　　　淑

　江

■
夜
径
急
く
す
が
る
ご
と
く
に
ち
ち
ろ
鳴
く

　　政

　子

■
不
器
用
を
老
い
の
所
為
と
し
栗
を
剥
く

　　　まち
子

■
灯
を
消
し
て
ち
ち
ろ
に
闇
を
任
せ
を
く

　　　　敏

　彦

■
晩
年
の
吾
囃
す
か
に
鉦
叩

　　　　　　　　　　　　光

　子

9月に入った新刊図書は次のとおりです。　新刊図書情報
著者名

高橋洋一

柚木麻子

宮部みゆき

柚木麻子

今泉忠明

東野圭吾

鳥羽 亮

トレーシー・カチロー

弘兼憲史

著者名

佐伯泰英

上田秀人

上田秀人

上田秀人

鈴木英治

麻倉一矢

麻倉一矢

辻堂 魁

赤川次郎

原田マハ

岡本千紘

書名

大手新聞･テレビが報道できない「官僚」の真実

ＢＵＴＴＥＲ

この世の春 上下

さらさら流る

続 ざんねんないきもの図鑑

マスカレード・ナイト

八丁堀吟味帳 鬼彦組激闘編 暗闘七人

古布に魅せられた暮らし

最高の子育てベスト55

古希に乾杯!ヨレヨレ人生も、また楽し

いちばんよくわかる新・きもりリメイク術

書名

にらみ 新・古着屋総兵衛 第14巻

奏者番陰記録 遠望

町奉行内与力奮闘記5　宣戦の烽

関所物奉行　裏帳合1

手習重兵衛 天狗変

将軍の影法師 葵慎之介　修羅

剣客大名柳生俊平7　将軍の秘姫

風の市兵衛19　遠き潮騒

牡丹色のウエストポーチ

旅屋おかえり

先生！ すきになってもいいですか 映画ノベライズ

平成29年
11月1日発行
404号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
下
仁
田
学
と
は
、
８
月
か
ら
始

ま
っ
た
地
域
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
そ
の
講
座
の
中
か
ら
、
町
の
皆

様
に
公
開
講
座
を
提
供
し
ま
す
。

　
今
回
の
講
師
は
、
群
馬
の
地
域

学
に
精
通
し
、
ま
た
上
野
三
碑
の

解
説
な
ど
多
数
の
執
筆
し
て
い
る

熊
倉
先
生
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。

◇
日

　時
　
11
月
19
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
３
時
30
分

◇
会

　場
　
下
仁
田
町
公
民
館
大

会
議
室

◇
演

　題
　
群
馬
学
か
ら
見
た
下

仁
田
町
の
価
値

◇
内

　容
　
日
本
の
な
か
の
下
仁

田
の
価
値
（
高
橋
道
斎
・
ネ
ギ
と

コ
ン
ニ
ャ
ク
・
ジ
オ
パ
ー
ク
・
荒

船
風
穴
・
神
津
牧
場
な
ど
）
を
話

し
ま
す
。

◇
講

　師
　
群
馬
県
立
女
子
大
学

教
授
　
熊
倉
浩
靖
　
先
生

●
専
門
分
野
　
日
本
古
代
史
、
行

政
評
価
、
地
域
づ
く
り

●
担
当
科
目
　
群
馬
学
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

●
研
究
課
題
　
上
毛
か
る
た
、
上

野
三
碑
、
古
代
東
国
史
等

●
社
会
活
動
　
地
域
活
性
化
伝
道

師
（
内
閣
官
房
）
、
環
境
省
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
群
馬
県
文
化
審

議
会
委
員
、
上
野
三
碑
世
界
記
憶

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
委
員
　
ほ

か◇
受
講
料
　
無
料

◇
申
込
み
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
☎
82―

３
５
３
５

※

当
日
参
加
可
。

　
石
鹸
を
彫
刻
し
て
、
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
り

ま
す
。

　
す
て
き
な
香
り
の
置
物
に
な
り

ま
す
。

◇
期
　日
　 

12
月
４
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◇
場

　所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
大
会
議
室

◇
対
　象
　
成
　
人

◇
定
　員
　
15
名

◇
講

　師
　
佐
藤
泰
子
先
生
（
伊
勢

崎
市
）

◇
作

　品
　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
ク

リ
ス
マ
ス
飾
り

◇
費
　用
　
１
、
５
０
０
円

◇
用
意
す
る
も
の
　
カ
ー
ビ
ン
グ

ナ
イ
フ
（
持
っ
て
い
る
方
）

◇
申
込
日
　
11
月
１
日
（
水
）
〜

24
日
（
金
）

◇
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田
町

公
民
館
☎
82―

３
５
３
５

　
年
越
し
に
、
自
分
で
打
っ
た
そ

ば
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
ば

打
ち
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
様
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日

　時
　
12
月
14
日
（
木
）
午

前
９
時
〜

◇
場

　所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

２
階
栄
養
学
習
室

◇
対
　象
　
成
人

◇
定
　員
　
12
名
（
先
着
順
）

◇
講

　師
　
中
澤
一
夫
先
生
（
西

牧
）

「
下
仁
田
学
」公
開
講
座

「
下
仁
田
学
」公
開
講
座

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
の

ご
案
内

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
の

ご
案
内

「
年
越
し
そ
ば
教
室
」の

ご
案
内

「
年
越
し
そ
ば
教
室
」の

ご
案
内

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

◇
材
料
費
　
７
０
０
円

◇
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
１
本

◇
募
　集
　
11
月
１
日
（
水
）
〜

◇
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
　
下
仁

田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

　
11
月
11
日
（
土
）
〜
13
日

（
月
）
の
３
日
間
、
第
38
回
町
民

文
化
祭
作
品
展
示
会
が
、
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
１
年
間
で
、
文
化
協
会

会
員
の
み
な
さ
ん
や
町
民
の
方
々

が
制
作
し
た
絵
画
、
写
真
、
手

芸
、
書
な
ど
、
様
々
な
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で

心
が
和
む
よ
う
な
作
品
や
素
晴
ら

し
い
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
11

日
（
土
）
に
は
、
下
仁
田
茶
道
会

に
よ
る
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◇
期
日
　
11
月
11
日
（
土
）
〜
13

日
（
月
）

◇
時
間
　
11
日
・
12
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
、
13
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 公民館だより公民館だより
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お

茶
を
飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト

レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

 

　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。 

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度
で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々

の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、福
祉
保

険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括
支
援
係

内
線
３
２
８

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に

出
向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講

座
や
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防

の
運
動
な
ど
を
地
域
の
顔
見
知
り

の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

…
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後

12
時

●
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０

２
２
２ か

ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

吉崎公会堂

１２月　６日（水）

１２月２０日（水）

１月１０日（水）

１月２４日（水）

緑ヶ丘公会堂

介護予防体操

口腔機能向上講座

栄養改善講座

認知症講座

１２月１３日（水）

１２月２７日（水）

１月１７日（水）

１月３１日（水）

貯筋のつどい　日程

11月

1日（水）・
15日（水）

12月

6日（水）・
20日（水）

※原則第１・第３水曜日に実施
（祝祭日の際は変更あり）

講座名
会場及び日程 健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が
ん
に
な
る
女
性
は
、
12
人
に
１

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い

が
ん
で
す
。
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が
普

通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の
た

め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、
2
年
に
１

度
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
集
団
検
診
日
程
　
（
他
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
）

●
受
付
時
間
　  

13
時
〜
14
時

　
　
　
　
　
　  

13
時
30
分
検
診
開
始

●
問
合
せ
先
　
保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
５
４
９
０

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
平成29年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

各日70名の予約制です。
11/6（月）8：30から☎82-5490にて受付開始

20歳以上の女性で
平成29年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

予約不要です。

生年月日
昭和51年4月2日～昭和52年4月1日
昭和46年4月2日～昭和47年4月1日
昭和41年4月2日～昭和42年4月1日
昭和36年4月2日～昭和37年4月1日
昭和31年4月2日～昭和32年4月1日

乳がん検診

H29.4.1現在
４０歳
45歳
50歳
55歳
60歳

◆内容

無料クーポン
対象者

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日
平成 8年4月2日～平成 9年4月1日
平成 3年4月2日～平成 4年4月1日
昭和61年4月2日～昭和62年4月1日
昭和56年4月2日～昭和57年4月1日
昭和51年4月2日～昭和52年4月1日

子宮頸がん検診

H29.4.1現在
２０歳
25歳
30歳
35歳
40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/16（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛けください。 動きやすい服装でご参加ください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

11/21（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

広
報しもにた

健康健康

平
成
29
年

12
月
19
日
（
火
）
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
本
宿
）

日
　
程

場
　
所

対
象
地
区

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

西
牧
地
区

青
倉
地
区

小
坂
地
区

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

平
成
30
年

１
月
15
日
（
月
）

平
成
30
年

２
月
２
日
（
金
）

平
成
30
年

２
月
10
日
（
土
）
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お

茶
を
飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト

レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

 

　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。 

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度
で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々

の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、福
祉
保

険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括
支
援
係

内
線
３
２
８

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に

出
向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講

座
や
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防

の
運
動
な
ど
を
地
域
の
顔
見
知
り

の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

…
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後

12
時

●
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０

２
２
２ か

ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

吉崎公会堂

１２月　６日（水）

１２月２０日（水）

１月１０日（水）

１月２４日（水）

緑ヶ丘公会堂

介護予防体操

口腔機能向上講座

栄養改善講座

認知症講座

１２月１３日（水）

１２月２７日（水）

１月１７日（水）

１月３１日（水）

貯筋のつどい　日程

11月

1日（水）・
15日（水）

12月

6日（水）・
20日（水）

※原則第１・第３水曜日に実施
（祝祭日の際は変更あり）

講座名
会場及び日程 健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が
ん
に
な
る
女
性
は
、
12
人
に
１

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い

が
ん
で
す
。
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が
普

通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の
た

め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、
2
年
に
１

度
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
集
団
検
診
日
程
　
（
他
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
）

●
受
付
時
間
　  

13
時
〜
14
時

　
　
　
　
　
　  

13
時
30
分
検
診
開
始

●
問
合
せ
先
　
保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
５
４
９
０

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
平成29年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

各日70名の予約制です。
11/6（月）8：30から☎82-5490にて受付開始

20歳以上の女性で
平成29年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

予約不要です。

生年月日
昭和51年4月2日～昭和52年4月1日
昭和46年4月2日～昭和47年4月1日
昭和41年4月2日～昭和42年4月1日
昭和36年4月2日～昭和37年4月1日
昭和31年4月2日～昭和32年4月1日

乳がん検診

H29.4.1現在
４０歳
45歳
50歳
55歳
60歳

◆内容

無料クーポン
対象者

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日
平成 8年4月2日～平成 9年4月1日
平成 3年4月2日～平成 4年4月1日
昭和61年4月2日～昭和62年4月1日
昭和56年4月2日～昭和57年4月1日
昭和51年4月2日～昭和52年4月1日

子宮頸がん検診

H29.4.1現在
２０歳
25歳
30歳
35歳
40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/16（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛けください。 動きやすい服装でご参加ください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

11/21（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

広
報しもにた

健康健康

平
成
29
年

12
月
19
日
（
火
）
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
本
宿
）

日
　
程

場
　
所

対
象
地
区

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

西
牧
地
区

青
倉
地
区

小
坂
地
区

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

平
成
30
年

１
月
15
日
（
月
）

平
成
30
年

２
月
２
日
（
金
）

平
成
30
年

２
月
10
日
（
土
）
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約３分間の健康講話が聞けます
月／腰の痛み　　　　火／食道裂孔ヘルニア
水／口内炎　　　　　木／主婦湿疹
金／妊娠と薬　　　　土日／冬季におけるかぜの予防について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１１月１５日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 11月 ☎０２７－２３４－４９７０

11～12月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月22日（金）

11月7日（火）
12月5日（火）

11月10日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
午後１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年8月～9月生まれ

平成29年5月～6月生まれ

平成29年2月～3月生まれ

H２8年9月～10月生まれ

H２8年3月～4月生まれ

H２7年9月～10月生まれ

H２7年3月～4月生まれ

H２6年9月～10月生まれ

H２6年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月8日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆１１月１９日(日) 小柳　由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
11月6・13・
20・27日（月）

11月27日（月）

11月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
下仁田町公民館３階

大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日

11月・12月お休み

時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　2日(木)
7日(木)
6日(月)
4日(月)

健康運動指導士

17日(金)
　22日(金)
　13日(月)
1日(金)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

6日(月)
1日(金)
　9日(木)
8日(金)
20日(月)
4日(月)

8日(水)
13日(水)
30日(木)
21日(木)
　7日(火)
14日(木)

29日(水)
11日(月)
22日(水)
20日(水)
21日(火)
19日(火)

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月
11月
12月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康



29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／腰の痛み　　　　火／食道裂孔ヘルニア
水／口内炎　　　　　木／主婦湿疹
金／妊娠と薬　　　　土日／冬季におけるかぜの予防について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１１月１５日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 11月 ☎０２７－２３４－４９７０

11～12月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月22日（金）

11月7日（火）
12月5日（火）

11月10日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
午後１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年8月～9月生まれ

平成29年5月～6月生まれ

平成29年2月～3月生まれ

H２8年9月～10月生まれ

H２8年3月～4月生まれ

H２7年9月～10月生まれ

H２7年3月～4月生まれ

H２6年9月～10月生まれ

H２6年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月8日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆１１月１９日(日) 小柳　由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
11月6・13・
20・27日（月）

11月27日（月）

11月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
下仁田町公民館３階

大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日

11月・12月お休み

時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　2日(木)
7日(木)
6日(月)
4日(月)

健康運動指導士

17日(金)
　22日(金)
　13日(月)
1日(金)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

6日(月)
1日(金)
　9日(木)
8日(金)
20日(月)
4日(月)

8日(水)
13日(水)
30日(木)
21日(木)
　7日(火)
14日(木)

29日(水)
11日(月)
22日(水)
20日(水)
21日(火)
19日(火)

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月
11月
12月

11月
12月
11月
12月
11月
12月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康
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月
11

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

11
月
25
日（
土
）・11
月
26
日（
日
）

10
日（
金
）・20
日（
月
）・29
日（
水
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
な
ど
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8
日（
金
）・２０
日（
水
）・27
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税（
第
４
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）、

介
護
保
険
料（
第
５
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
5
期
）

納
期
限
は
い
ず
れ
も
１1
月
３0
日

（
木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　17）
（　10）
（　 7）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,661人
3,794人
3,867人
3,332世帯

転入  9人/  出生 2人
転出  9人/  死亡 19人

（10月1日現在）

（9月中）

9月届出分〈敬称略・順不同〉
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下仁田町下仁田町

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

佐 藤　けさを
井 部　一　枝
須 藤　久　行
安 藤　幸　江
佐 藤　和　喜
掛 川　幸　子
山 崎　澄　子
髙 田　たつゑ
永 井　正　一
田 村　隆　夫
小野瀬　マサエ
田 村　トミ 子
磯 田　利　一
長 岡　秀　樹
小金澤　典　子

（政　敏）
（久　江）
（泰　明）
（昌　一）
（信　子）
（袈裟雄）
（信　行）
（唯　男）
（つ　や）
（ヒロ子）
（　彰　）
（　充　）
（𠮷　弘）
（幸　子）
（保　夫）

城西
小川
上小坂
市ノ萱
川井
大東
中央
東野牧
中小坂
仲町
仲町
下青倉
下小坂
西野牧
小川

地　区
ご出産おめでとうございます

沼田　旺己  　（香輝・優希）  仲　町
林　　杏莉　  （佑亮・沙緒理）  下青倉

（保護者）出　生　児

※広報10月号に掲載されたおくやみ欄で、
亡くなられた方のお名前が間違っておりまし
た。ここにお詫び申し上げ、訂正させていた
だきます。
（誤）庭屋　千惠子　（正）庭屋　知惠子

『ＩＣＴ教育』始めました。

情報通信技術を小学校の授業に活用。
タブレット端末を用いて、次世代型の
教育に取り組んでいます。

広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０１７年

11
No739

月

『
美
食
会
』

　
下
仁
田
町
で
採
れ
た
農
産
物
を
メ
イ
ン
と
し
た
本
格

的
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
　
１１
月
１８
日
（
土
）
18
時
〜

お
一
人
　
７
５
０
０
円
（
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
込
）

冷
前
菜
・
温
前
菜
・
ス
ー
プ
・
魚
料
理
・
肉
料
理
・
飯

物
・
デ
ザ
ー
ト
７
品
の
コ
ー
ス
料
理
　
１
ド
リ
ン
ク
付

●
場
所
　
ク
ア
ト
ロ
・
ス
タ
ジ
オ
ー
ニ
　
マ
リ
エ
ー
ル

太
田
（
完
全
予
約
制
）

※
無
料
送
迎
バ
ス
（
予
定
）
本
宿
（
16
時
）
、
下
仁
田
駅

（
16
時
25
分
）
、
道
の
駅
し
も
に
た
（
16
時
40
分
）

●
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
　https://w

w
w
.you-

tube.com
/w

atch?v=
pEm

a4
8
z1m

_Q

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

一
社
）
下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67
ー
７
５
０
０
（
10
時
〜
16
時
）

イベント情報

Shimonita Pride in

未来を照らす教育

下
仁
田
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
約
制
）

下
仁
田
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
約
制
）


